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               会           議 

午前１０時 ０分開会 

 

○議長（森 温繁君） おはようございます。 

  ただいまの出席議員は定足数に達しております。よって、平成28年３月下田市議会定例会

は成立いたしましたので、開会いたします。 

  直ちに本日の会議を開きます。 

  ──────────────────────────────────────────────   

◎会期の決定 

○議長（森 温繁君） 日程により、会期の決定を議題といたします。 

  お諮りいたします。 

  今期定例会の会期は、本日より18日までの17日間といたしたいと思います。これにご異議

ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（森 温繁君） ご異議はないものと認めます。 

  よって、会期は17日間と決定をいたしました。 

  なお、会期中の会議予定につきましては、お手元にご通知いたしました案のとおりであり

ますので、ご承知願います。 

  ──────────────────────────────────────────────   

◎会議録署名議員の指名 

○議長（森 温繁君） 次は、日程により、会議録署名議員の指名を行います。 

  会議録署名議員は、会議規則第85条の規定により、議長において、３番 橋本智洋君と４

番 滝内久生君の両名を指名いたします。 

  ──────────────────────────────────────────────   

◎諸般の報告 

○議長（森 温繁君） 次は、日程により、諸般の報告を申し上げます。 

  最初に、行政視察について申し上げます。 

  ２月18日、茨城県土浦市議会議員４名が、観光まちづくり推進計画についてを視察されま

した。 

  次に、報告書の提出について申し上げます。 
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  下田市教育委員会教育長より、地方教育行政の組織及び運営に関する法律第26条の規定に

基づき「平成27年度（平成26年度実績事業）下田市教育委員会自己点検・評価報告書」の提

出がありました。議席配付をしてありますので、ご覧ください。 

  次に、今定例会に市長から提出議案の送付と説明員として出席する旨の通知並びに下田市

選挙管理委員会委員長から地方自治法第182条第８項の規定により、下田市選挙管理委員会

委員及び補充員の選挙を行うべき事由が発生した旨の通知がありましたので、係長をして朗

読いたさせます。 

○庶務兼議事係長（鈴木 諭君） 朗読いたします。 

  下総庶第34号。平成28年３月２日。 

  下田市議会議長、森 温繁様。静岡県下田市長、楠山俊介。 

  平成28年３月下田市議会定例会議案の送付について。 

  平成28年３月２日招集の平成28年３月下田市議会定例会に提出する議案を別紙のとおり送

付いたします。 

  付議事件。 

  議第２号 下田市固定資産評価審査委員会委員の選任について、議第３号 下田市農業委

員会の委員の選任について、議第４号 下田市農業委員会の委員の選任について、議第５号

 下田市農業委員会の委員の選任について、議第６号 下田市農業委員会の委員の選任につ

いて、議第７号 下田市農業委員会の委員の選任について、議第８号 下田市農業委員会の

委員の選任について、議第９号 下田市農業委員会の委員の選任について、議第10号 下田

市農業委員会の委員の選任について、議第11号 下田市農業委員会の委員の選任について、

議第12号 下田市農業委員会の委員の選任について、議第13号 下田市農業委員会の委員の

選任について、議第14号 下田市農業委員会の委員の選任について、議第15号 下田市農業

委員会の委員の選任について、議第16号 下田市農業委員会の委員の選任について、議第17

号 下田市課設置条例の一部を改正する条例の制定について、議第18号 下田市職員の給与

に関する条例の一部を改正する条例の制定について、議第19号 下田市職員の再任用に関す

る条例の一部を改正する条例の制定について、議第20号 下田市一般職の任期付職員の採用

等に関する条例の一部を改正する条例の制定について、議第21号 平成27年度下田市一般会

計補正予算（第６号）、議第22号 平成27年度下田市稲梓財産区特別会計補正予算（第３

号）、議第23号 平成27年度下田市国民健康保険事業特別会計補正予算（第４号）、議第24

号 平成27年度下田市介護保険特別会計補正予算（第４号）、議第25号 平成27年度下田市
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後期高齢者医療特別会計補正予算（第３号）、議第26号 平成27年度下田市下水道事業特別

会計補正予算（第３号）、議第27号 平成27年度下田市水道事業会計補正予算（第２号）、

議第28号 指定金融機関の指定について、議第29号 市道の認定及び路線変更について、議

第30号 下田市行政不服審査会条例の制定について、議第31号 行政不服審査法の施行に伴

う関係条例の整備に関する条例の制定について、議第32号 下田市情報公開条例の全部を改

正する条例の制定について、議第33号 下田市消防団員等公務災害補償条例の一部を改正す

る条例の制定について、議第34号 行政手続における特定の個人を識別するための番号の利

用等に関する法律に基づく個人番号の利用及び特定個人情報の提供に関する条例の一部を改

正する条例の制定について、議第35号 下田市人事行政の運営等の状況の公表に関する条例

の一部を改正する条例の制定について、議第36号 下田市職員の勤務時間、休暇等に関する

条例の一部を改正する条例の制定について、議第37号 下田市職員等の旅費に関する条例の

一部を改正する条例の制定について、議第38号 下田市立学校給食センター設置条例の制定

について、議第39号 下田市高齢者生きがいプラザ条例を廃止する条例の制定について、議

第40号 平成28年度下田市一般会計予算、議第41号 平成28年度下田市稲梓財産区特別会計

予算、議第42号 平成28年度下田市下田駅前広場整備事業特別会計予算、議第43号 平成28

年度下田市公共用地取得特別会計予算、議第44号 平成28年度下田市国民健康保険事業特別

会計予算、議第45号 平成28年度下田市介護保険特別会計予算、議第46号 平成28年度下田

市後期高齢者医療特別会計予算、議第47号 平成28年度下田市集落排水事業特別会計予算、

議第48号 平成28年度下田市下水道事業特別会計予算、議第49号 平成28年度下田市水道事

業会計予算。 

  下総庶第35号。平成28年３月２日。 

  下田市議会議長、森 温繁様。静岡県下田市長、楠山俊介。 

  平成28年３月下田市議会定例会説明員について。 

  平成28年３月２日招集の平成28年３月下田市議会定例会に、説明員として下記の者を出席

させるので通知いたします。 

  市長 楠山俊介、副市長 糸賀秀穂、教育長 佐々木文夫、会計管理者兼出納室長 髙橋

尚志、企画財政課長 須田信輔、総務課長 稲葉一三雄、教育委員会学校教育課長 峯岸 

勉、教育委員会生涯学習課長 鈴木孝子、地域防災課長 大石哲也、税務課長 井上 均、

監査委員事務局長 土屋紀元、観光交流課長 土屋 仁、産業振興課長 長谷川忠幸、市民

保健課長 鈴木邦明、福祉事務所長 楠山賢佐、建設課長 鈴木芳紀、上下水道課長 日吉
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金吾、環境対策課課長補佐兼清掃センター長 河井長美、施設整備室長 黒田幸雄。 

  下選管第１号。平成28年１月８日。 

  下田市議会議長、森 温繁様。下田市選挙管理委員会委員長、小澤秀一。 

  下田市選挙管理委員会委員及び補充員の選挙を行うべき事由の発生について（通知）。 

  平成28年４月25日をもって、下田市選挙管理委員会委員及び補充員の任期が満了しますの

で、地方自治法第182条第８項の規定によって通知します。 

  以上でございます。 

○議長（森 温繁君） 以上で諸般の報告を終わります。 

  ──────────────────────────────────────────────   

◎下田市選挙管理委員会委員及び補充員の選挙について 

○議長（森 温繁君） 次は、日程により、下田市選挙管理委員会委員及び補充員の選挙につ

いてを議題といたします。 

  お諮りいたします。 

  選挙の方法については、地方自治法第118条第２項の規定により、指名推選により行いた

いと思いますが、これにご異議はございませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（森 温繁君） ご異議はないものと認めます。 

  よって、選挙の方法は指名推選にすることに決定いたします。 

  お諮りいたします。 

  指名推選の方法につきましては、選考委員会を設置し選考したいと思いますが、これにご

異議はありませんか。 

〔「異議なし」「異議あり」と呼ぶ者あり〕 

○議長（森 温繁君） ご異議がありますので、本件は起立により…… 

〔発言する者あり〕 

○議長（森 温繁君） なしですか。 

  ご異議はないものと認めます。 

  よって、指名推選の方法について、選考委員会を設置し選考することに決定いたしました。 

  重ねてお諮りいたします。 

  選考委員会の委員の選出につきましては、議長において指名することにいたしたいと思い

ますが、これにご異議ありませんか。 
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〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（森 温繁君） ご異議はないものと認めます。 

  よって、選考委員は議長において指名することに決定いたしました。 

  選考委員に次の方を指名いたします。 

  １番 進士為雄君、３番 橋本智洋君、４番 滝内久生君、６番 小泉孝敬君、８番 鈴

木 敬君、９番 伊藤英雄君、10番 土屋 忍君、13番 沢登英信君。 

  以上、８名の方にお願いいたします。 

  ただいま指名いたしました選考委員の方々は、18日の本会議開会までに選考をお願いいた

します。 

  ──────────────────────────────────────────────   

◎議第２号の上程・説明・質疑・討論・採決 

○議長（森 温繁君） 次は、日程により、議第２号 下田市固定資産評価審査委員会委員の

選任についてを議題といたします。 

  当局の説明を求めます。 

  副市長。 

○副市長（糸賀秀穂君） おはようございます。 

  それでは、議第２号 下田市固定資産評価審査委員会委員の選任についてにつきましてご

説明申し上げます。 

  お手数ですが、議案件名簿の１ページをお開き願います。 

  本案は、下田市固定資産評価審査委員会委員の選任に関する件でございまして、下田市固

定資産評価審査委員会委員の選任に当たり、地方税法第423条第３項の規定により、議会の

同意を求めるものでございます。 

  この地方税法第423条第３項の規定は、固定資産評価審査委員会の委員は、当該市町村の

住民、市町村税の納税義務がある者、または固定資産の評価について学識経験を有する者の

うちから、当該市町村の議会の同意を得て市町村長が選任するというものでございます。 

  本市の固定資産評価審査委員会委員の選任につきましては、委員が地域的に偏在しないよ

う配慮し、旧下田地区と朝日地区、稲梓地区と稲生沢地区、白浜地区と浜崎地区の３地域に

地区割りして、それぞれの地域から１名ずつ計３名の方に委員としてご就任いただき、固定

資産課税台帳に登録された価格に関する不服審査事務等をお願いしているところでございま

す。 
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  固定資産評価審査委員会の委員の定数は、地方税法第423条第２項において３人以上と規

定し、当該市町村の条例で定めることとされておりまして、本市の場合、下田市税賦課徴収

条例第78条により、審査委員会の委員の定数は３人とすると定めております。このたび、こ

の３名の委員のうち、稲生沢・稲梓地区から選任されております佐々木義隆委員につきまし

て、平成25年２月21日に前任者の補欠の委員としてご就任いただき、現在２期目でございま

すが、来る３月26日をもちまして任期満了を迎えることとなります。 

  本市の固定資産評価審査委員会委員につきましては、特段の事情がない限り２期で退任す

ることが通例となっておりまして、佐々木委員は今期限りで固定資産評価審査委員会委員の

職を退かれる意向を伺っております。そのため、後任の委員として、稲生沢・稲梓地区にお

住まいの方の中から、固定資産評価審査委員会委員として適任と思われる方につきまして選

考作業を進めてまいりました。 

  その結果、今回、適任者として選任の同意をお願いいたしたい方は、下田市西本郷一丁目

13番15号にお住まいの堀谷耕太郎さんでございまして、昭和25年４月28日のお生まれで現在

65歳でございます。堀谷さんは、昭和44年４月、下田町に奉職以来、市制施行を経て40年近

くの長きにわたりお勤めになり、在職中は税務課におきまして資産税の担当として、家屋並

びに土地に対する固定資産税実務に通算９年間の経験実績を有し、税務業務に精通されてお

られます。平成19年３月に下田市役所を退職された後は、積極的に地域活動に参加され、平

成27年４月からは西本郷区の区長さんとして地域振興、地域の活性化のためにご尽力くださ

っております。 

  以上、申し述べましたとおり、堀谷さんは固定資産評価審査委員会の委員といたしまして

適任者でございますので、ぜひともご同意を賜りますようご審議のほどよろしくお願い申し

上げます。 

  以上でございます。 

○議長（森 温繁君） 当局の説明は終わりました。 

  本案に対する質疑を許します。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（森 温繁君） これをもって質疑を終わります。 

  お諮りいたします。 

  本案は委員会に付託することを省略したいと思います。これにご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 
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○議長（森 温繁君） ご異議はないものと認めます。 

  よって、委員会付託を省略することに決定いたしました。 

  これより討論、採決を行います。 

  まず、反対意見の発言を許します。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（森 温繁君） 討論はないものと認めます。 

  採決いたします。 

  本案は原案のとおり同意することにご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（森 温繁君） ご異議はないものと認めます。 

  よって、議第２号 下田市固定資産評価審査委員会委員の選任については、原案のとおり

同意することに決定いたしました。 

  ──────────────────────────────────────────────   

◎議第３号～議第１６号の上程・説明・質疑・討論・採決 

○議長（森 温繁君） 次は、日程により、議第３号から議第16号までの下田市農業委員会の

委員の選任について、14件を一括議題といたします。 

  当局の説明を求めます。 

  副市長。 

○副市長（糸賀秀穂君） それでは、議案件名簿の２ページ、議第３号から15ページの議第16

号までの下田市農業委員会の委員の選任についてに係る14議案につきまして、一括してご説

明申し上げます。 

  このたびの議案の提出につきましては、農地利用の最適化や農業の成長産業化を図るため、

農業委員会業務の重点化、農業委員の選出方法の変更、農地利用最適化推進委員の新設を主

な内容として、農業委員会等に関する法律の一部を改正する法律が昨年８月29日に成立し、

９月４日に公布され、附則の一部を除き本年４月１日から施行されることとなります。 

  農業委員会の委員の選任方法につきましては、農業委員会等に関する法律の改正によりま

して、公職選挙法を準用した公選制から市町村議会の同意を得て市町村長が任命する方法に

改められました。本市では、法改正を受けまして、平成27年12月市議会定例会におきまして、

農業委員会の定数を14人、農地利用最適化推進委員の定数を７人と定める下田農業委員会の

委員及び農地利用最適化推進委員の定数を定める条例の制定について議決をいただき、昨年
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12月11日に平成27年下田市条例第35号として公布したところでございます。 

  なお、農業委員会の委員の任命に当たりましては、改正後の農業委員会等に関する法律第

９条の規定により、あらかじめ農業者や農業者が組織する団体その他の関係者に対し、候補

者の推薦を求めるとともに、委員になろうとする者の募集をしなければならないこととされ

ており、あわせて推薦の求め及び応募の状況につきましては公表が義務づけられたところで

ございます。 

  このたびの農業委員会委員候補者の選任作業に当たりましては、これら関係法令等の規定

を踏まえ、所要の事務手続を経た後に、下田市農業委員会の委員の選任等に関する規則の規

定に基づき、市役所庁内選考委員会により選考審査を行い、農業委員候補者14名につきまし

て適任者と判断し、農業委員会の委員の選任について、議会の同意を求める議案を提出させ

ていただく運びとなったものでございます。 

  それでは、議第３号から議第16号まで順次ご説明申し上げます。 

  なお、議案件名と提案の内容及び提案理由につきましては、議第３号から議第16号まで同

じ内容でございますので、議第４号以降につきましては、議案件名と提案の序文及び根拠規

定並びに提案理由の読み上げにつきましては、大変恐縮でございますが省略させていただき

たいと存じます。 

  それでは、お手数ですが、議案件名簿の２ページをお開き願います。 

  議第３号 下田市農業委員会の委員の選任についてでございまして、下記の者を下田市農

業委員会の委員に選任したいので、農業委員会等に関する法律第８条第１項の規定により議

会の同意を求めるものでございます。 

  選任したい方でございますが、下田市河内212番地にお住まいの土屋勝利さんでございま

して、昭和11年８月１日にお生まれの79歳でございます。元下田市議会議員で、河内区長さ

んとしても地域振興にご尽力くださいました。現在、伊豆森林組合で組合長の要職にあり、

現職の下田市農業委員でございます。河内区から推薦をいただきました。 

  続きまして、３ページをお開きいただき、議第４号でございますが、農業委員に選任した

い方ですが、下田市柿崎22番36号にお住まいの森田肇司さんでございまして、昭和18年10月

26日にお生まれの72歳でございます。元柿崎郵便局長でございまして、現在は果樹の認定農

業者として農業にいそしみ、現職の下田市農業委員でございます。柿崎区から推薦をいただ

きました。 

  続きまして、４ページをお開きいただき、議第５号でございまして、農業委員に選任した
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い方は、下田市白浜390番地にお住まいの飯田正明さんでございます。昭和19年９月１日に

お生まれの71歳の方で、果樹の認定農業者でございまして、伊豆太陽農業協同組合常務理事

や白浜板戸区長さんを歴任され、現職の下田市農業委員でございます。飯田さんは公募によ

り農業委員へ応募なさいました。 

  続きまして、５ページをお開きいただき、議第６号でございますが、農業委員に選任した

い方は、下田市箕作498番地の７にお住まいの鈴木保則さんで、昭和19年９月15日にお生ま

れの71歳でございます。元下田市役所職員でございまして、箕作区長さんや下田市固定資産

評価審査委員会委員を歴任され、現在、下田市農業委員会会長の要職に在職中でございまし

て、中山間地域集落協定椎原集落の代表者としてもご尽力されております。箕作区から推薦

をいただきました。 

  続きまして、６ページをお開きいただき、議第７号でございますが、農業委員に選任した

い方は、下田市須原711番地にお住まいの土屋昭良さんでございます。昭和23年７月31日に

お生まれの67歳で、ワサビの認定農業者でございまして、須原一区長さんや下田市農業委員、

下田市農業振興会会長を歴任され、現在は下田市農業振興会の蔬菜部会長の要職を務められ

ております。静岡県東部農業共済組合から推薦をいただきました。 

  続きまして、７ページをお開きいただき、議第８号でございますが、農業委員に選任した

い方は、下田市大沢162番地の８にお住まいの重田克己さんでございまして、昭和24年１月

１日にお生まれの67歳でございます。農業を営む傍ら、伊豆太陽農業協同組合理事や上大沢

区長さんを歴任され、現在、下田市農業委員、下田市情報公開審査会・個人情報保護審査会

委員をお願いしております。伊豆太陽農業協同組合から推薦をいただきました。 

  続きまして、８ページをお開きいただき、議第９号でございますが、農業委員に選任した

い方は、下田市須崎1529番地の４にお住まいの土屋長一さんで、昭和24年３月24日にお生ま

れの66歳でございまして、地元須崎で農業、漁業に従事しております。現職の下田市農業委

員でございまして、須崎区から推薦をいただきました。 

  続きまして、９ページをお開きいただき、議第10号でございます。農業委員に選任したい

方は、下田市椎原299番地にお住まいの土屋 明さんでございまして、昭和26年３月18日に

お生まれの64歳で、稲作、野菜、花卉の認定農業者でございます。椎原区長さんや伊豆太陽

農業協同組合理事を歴任され、現在、下田市農業委員会委員にご就任されております。椎原

区から推薦をいただきました。 

  続きまして、10ページをご覧いただき、議第11号でございます。農業委員に選任したい方
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は、下田市白浜1347番地にお住まいの藤井建彦さんでございまして、昭和29年４月７日のお

生まれで61歳でございます。元下田市役所職員でございまして、現在、下田市農業委員、下

田市教育委員会社会教育指導員、下田市文化財保護審議会委員、静岡県鳥獣保護員を務めて

おります。地元白浜長田区から推薦をいただきました。 

  続きまして、11ページをお開きいただき、議第12号でございます。農業委員に選任したい

方は、下田市立野133番地の１にお住まいの髙橋尚志さんでございまして、昭和31年３月31

日にお生まれの59歳でございます。現在、下田市役所職員として在籍しておりますが、この

３月末に定年退職を迎えます。改正後の農業委員会等に関する法律第８条第６項では、委員

の任命に当たっては、農業委員会の所掌に属する事項に関し利害関係を有しない者が含まれ

るようにしなければならないと規定しておりまして、農業委員のうち少なくとも１名は農業

委員会の所掌に属する事項に関し利害関係のない者を任命しなければなりません。髙橋さん

ご本人は農地を所有しておらず、農業者ではなく、農業委員会の所掌に属する事項に関して

利害関係を有していないと認めたものでございます。なお、髙橋さんは公募枠により応募し

たものでございます。 

  続きまして、12ページをお開きいただき、議第13号でございますが、農業委員に選任した

い方は、下田市加増野212番地にお住まいの小林孝仁さんでございまして、昭和31年８月13

日のお生まれで59歳でございます。稲作と野菜の認定農業者でございます。昨年３月に伊豆

太陽農業協同組合を退職され、現在、農業に専任しており、中山間地域集落協定加増野集落

の代表者でございます。加増野区から推薦をいただきました。 

  続きまして、13ページをお開きいただき、議第14号でございますが、農業委員に選任した

い方は、下田市大賀茂445番地にお住まいの外岡徳雄さんでございまして、昭和35年３月28

日のお生まれで56歳でございます。施設・露地野菜、果樹の認定農業者でございまして、現

在、下田市農業委員、下田市農業振興会果樹部会の会長にご就任されております。大賀茂区

から推薦をいただきました。 

  続きまして、14ページをお開きいただき、議第15号でございますが、農業委員に選任した

い方は、下田市大賀茂462番地の５にお住まいの外岡福佳さんでございまして、昭和42年12

月11日にお生まれの48歳でございます。果樹の認定農業者で、現在、伊豆太陽農業協同組合

運営委員にご就任されており、下田市農業振興会副会長の要職も務めておられます。大賀茂

区から推薦をいただきました。 

  続きまして、15ページをお開きいただき、議第16号でございますが、農業委員に選任した
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い方は、下田市吉佐美791番地にお住まいの笹本 栄さんでございまして、昭和44年９月３

日のお生まれで46歳でございます。20年以上の長きにわたり農業に従事されておりまして、

野菜と水稲の認定農業者でございます。吉佐美区から推薦をいただきました。 

  以上、下田市農業委員会の委員の選任についてに係る議第３号から議第16号までの14議案

につきまして、雑駁で大変恐縮ですが、一括して説明させていただきました。 

  よろしくご審議賜りご同意くださいますようお願い申し上げます。 

  以上でございます。 

○議長（森 温繁君） 議第３号議案から議第16号議案までについて、当局の説明は終わりま

した。 

  ただいま議題となっております14件について、一括質疑を許します。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（森 温繁君） これをもって質疑を終わります。 

  お諮りいたします。 

  ただいま議題となっております議第３号議案から第16号議案までは、委員会に付託するこ

とを省略したいと思います。これにご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（森 温繁君） ご異議はないものと認めます。 

  よって、委員会付託を省略することに決定いたしました。 

  これより各議案について討論、採決を行います。 

  まず、議第３号 下田市農業委員会の委員の選任についてを討論に付します。 

  まず、本案に対する反対意見の発言を許します。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（森 温繁君） 採決いたします。 

  本案は原案のとおり同意することにご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（森 温繁君） ご異議はないものと認めます。 

  よって、議第３号 下田市農業委員会の委員の選任については、原案のとおり同意するこ

とに決定いたしました。 

  次に、議第４号 下田市農業委員会の委員の選任についてを討論に付します。 

  まず、本案に対する反対意見の発言を許します。 
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〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（森 温繁君） 採決いたします。 

  本案は原案のとおり同意することにご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（森 温繁君） ご異議はないものと認めます。 

  よって、議第４号 下田市農業委員会の委員の選任については、原案のとおり同意するこ

とに決定いたしました。 

  次に、議第５号 下田市農業委員会の委員の選任についてを討論に付します。 

  まず、本案に対する反対意見の発言を許します。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（森 温繁君） 採決いたします。 

  本案は原案のとおり同意することにご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（森 温繁君） ご異議はないものと認めます。 

  よって、議第５号 下田市農業委員会の委員の選任については、原案のとおり同意するこ

とに決定いたしました。 

  次に、議第６号 下田市農業委員会の委員の選任についてを討論に付します。 

  まず、本案に対する反対意見の発言を許します。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（森 温繁君） 討論はないものと認めます。 

  採決いたします。 

  本案は原案のとおり同意することにご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（森 温繁君） ご異議はないものと認めます。 

  よって、議第６号 下田市農業委員会の委員の選任については、原案のとおり同意するこ

とに決定いたしました。 

  次に、議第７号 下田市農業委員会の委員の選任についてを討論に付します。 

  まず、本案に対する反対意見の発言を許します。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（森 温繁君） 討論はないものと認めます。 
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  採決いたします。 

  本案は原案のとおり同意することにご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（森 温繁君） ご異議はないものと認めます。 

  よって、議第７号 下田市農業委員会の委員の選任については、原案のとおり同意するこ

とに決定いたしました。 

  次に、議第８号 下田市農業委員会の委員の選任についてを討論に付します。 

  まず、本案に対する反対意見の発言を許します。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（森 温繁君） 討論はないものと認めます。 

  採決いたします。 

  本案は原案のとおり同意することにご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（森 温繁君） ご異議はないものと認めます。 

  よって、議第８号 下田市農業委員会の委員の選任については、原案のとおり同意するこ

とに決定いたしました。 

  次に、議第９号 下田市農業委員会の委員の選任についてを討論に付します。 

  まず、本案に対する反対意見の発言を許します。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（森 温繁君） 討論はないものと認めます。 

  採決いたします。 

  本案は原案のとおり同意することにご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（森 温繁君） ご異議はないものと認めます。 

  よって、議第９号 下田市農業委員会の委員の選任については、原案のとおり同意するこ

とに決定いたしました。 

  次に、議第10号 下田市農業委員会の委員の選任についてを討論に付します。 

  まず、本案に対する反対意見の発言を許します。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（森 温繁君） 討論はないものと認めます。 
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  採決いたします。 

  本案は原案のとおり同意することにご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（森 温繁君） ご異議はないものと認めます。 

  よって、議第10号 下田市農業委員会の委員の選任については、原案のとおり同意するこ

とに決定いたしました。 

  次に、議第11号 下田市農業委員会の委員の選任についてを討論に付します。 

  まず、本案に対する反対意見の発言を許します。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（森 温繁君） 討論はないものと認めます。 

  採決いたします。 

  本案は原案のとおり同意することにご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（森 温繁君） ご異議はないものと認めます。 

  よって、議第11号 下田市農業委員会の委員の選任については、原案のとおり同意するこ

とに決定いたしました。 

  次に、議第12号 下田市農業委員会の委員の選任についてを討論に付します。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（森 温繁君） まず、本案に対する反対意見の発言を許します。 

○７番（大川敏雄君） ちょっと確認をしたいんですが、この同意案件の該当者が本議場にい

るわけです。これについての、このままで採決していいのかと。いわゆる退場手続が必要で

はないかと思うんですが、いかがでしょう。 

○議長（森 温繁君） 副市長。 

○副市長（糸賀秀穂君） 今回の農業委員会の委員の選任に当たりまして、この議場に委員と

してご同意を賜りたいということで当該ご本人が在席しております。この件につきまして、

当然除斥するか、しないかということで事前に調査をさせていただきました。その結果、除

斥しなくてもそれは差し支えないと、そういう判断がございましたので、そのままご審議を

お願いしているものでございます。 

  以上でございます。 

〔「よくわかりました」と呼ぶ者あり〕 
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○議長（森 温繁君） ほかにありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（森 温繁君） 討論はないものと認めます。 

  採決いたします。 

  本案は原案のとおり同意することにご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（森 温繁君） ご異議はないものと認めます。 

  よって、議第12号 下田市農業委員会の委員の選任については、原案のとおり同意するこ

とに決定いたしました。 

  次に、議第13号 下田市農業委員会の委員の選任についてを討論に付します。 

  まず、本案に対する反対意見の発言を許します。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（森 温繁君） 討論はないものと認めます。 

  採決いたします。 

  本案は原案のとおり同意することにご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（森 温繁君） ご異議はないものと認めます。 

  よって、議第13号 下田市農業委員会の委員の選任については、原案のとおり同意するこ

とに決定いたしました。 

  次に、議第14号 下田市農業委員会の委員の選任についてを討論に付します。 

  まず、本案に対する反対意見の発言を許します。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（森 温繁君） 討論はないものと認めます。 

  採決いたします。 

  本案は原案のとおり同意することにご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（森 温繁君） ご異議はないものと認めます。 

  よって、議第14号 下田市農業委員会の委員の選任については、原案のとおり同意するこ

とに決定いたしました。 

  次に、議第15号 下田市農業委員会の委員の選任についてを討論に付します。 
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  まず、本案に対する反対意見の発言を許します。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（森 温繁君） 討論はないものと認めます。 

  採決いたします。 

  本案は原案のとおり同意することにご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（森 温繁君） ご異議はないものと認めます。 

  よって、議第15号 下田市農業委員会の委員の選任については、原案のとおり同意するこ

とに決定いたしました。 

  次に、議第16号 下田市農業委員会の委員の選任についてを討論に付します。 

  まず、本案に対する反対意見の発言を許します。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（森 温繁君） 討論はないものと認めます。 

  採決いたします。 

  本案は原案のとおり同意することにご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（森 温繁君） ご異議はないものと認めます。 

  よって、議第16号 下田市農業委員会の委員の選任については、原案のとおり同意するこ

とに決定いたしました。 

  ──────────────────────────────────────────────   

◎議第１７号の上程・説明・質疑・委員会付託 

○議長（森 温繁君） 次は、日程により、議第17号 下田市課設置条例の一部を改正する条

例の制定についてを議題といたします。 

  当局の説明を求めます。 

  総務課長。 

○総務課長（稲葉一三雄君） それでは、議第17号 下田市課設置条例の一部を改正する条例

の制定についてご説明申し上げます。 

  お手数ですが、議案件名簿の16ページをお開き願います。 

  下田市課設置条例の一部を改正する条例を別紙のとおり制定するもので、提案理由でござ

いますが、認定こども園の完成及び給食センターの建設が平成27年度に完成見込みであるこ
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とに伴い、組織機構の見直しを図るものでございます。 

  それでは、条例改正の内容につきまして、条例改正関係等説明資料でご説明申し上げます

ので、お手数ですが、条例改正関係等説明資料の１ページ、２ページをお開き願います。 

  左側のページは改正前、右側のページは改正後で、アンダーラインを引いてある箇所が今

回改正させていただくところでございます。 

  第１条中「、所及び室」を「及び所」に改め、「施設整備室」を削り、第２条中「、所及

び室」を「及び所」に改めるものでございます。 

  これによりまして施設整備室は廃課となりますが、新庁舎の建設及び静岡県下田総合庁舎

移転の調整等の事務を引き続き行うため、総務課内に新たな係を設置し、対応しようとする

ものでございます。 

  それでは、議案件名簿の17ページをお開きください。 

  附則でございますが、この条例の施行日を定めておりまして、平成28年４月１日から施行

するというものでございます。 

  以上、大変雑駁な説明ではございますが、議第17号 下田市課設置条例の一部を改正する

条例の制定についての説明を終わらせていただきます。ご審議のほどよろしくお願い申し上

げます。 

○議長（森 温繁君） 当局の説明は終わりました。 

  本案に対する質疑を許します。 

  ９番、伊藤君。 

○９番（伊藤英雄君） 石井元市長の時代から新庁舎の老朽化が激しくて、これをしっかり建

て直さなきゃいかんと、こういうことで議論を重ね、審議をしながら計画をしたり、多額の

税金も使ってまいりました。その状況は残念ながらまだ変わっておりません。新庁舎の建設

につきましては、石井前市長が敷根公園前面部ということで決定をいたしまして、議会もそ

れを承認したわけであります。しかしながら…… 

〔発言する者あり〕 

○９番（伊藤英雄君） 予算を承認したと。決定じゃない。 

  楠山市長は、現在地、駅ビル、そして敷根民有地、これで述べて、最終的に敷根民有地に

決定したいという方向を出しましたが、9,577人もの請願署名が集まり、これを何とか見直

してくれと、こういう市民の大きな声がありました。12月議会においては、庁舎の場所を決

定する条例が、敷根民有地ではまずいということで否決されたわけであります。これからど
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う市庁舎の建設を進めていくのか、しっかりと取り組んでいかなければならないわけであり

ます。 

  その段階において課をなくすと。係でいいんだ。であるならば、そもそも施設整備室とい

うのはなぜつくられたのか。施設整備室が設置された目的は達成されたのか。あるいは、施

設整備室は既にもう設置する理由がなくなったのか。新庁舎の建設はしなくてよくなったの

か。先へ延ばしてよくなったのか。このことの説明が全くないというのは不思議であります。 

  新聞によれば、楠山市長は、敷根民有地を含めて新たな建設場所を探すというふうに述べ

ていると載っておりました。そして、敷根民有地については、他に建設する場所はもうない

んだと、これが最後の場所だと、このように述べたわけであります。しかしながら、新聞に

よれば、見直しますと。そのことも見直しますと。つまり、敷根民有地以外の場所もあり得

るんだ、それはまだ見つかってはいないようでありますが、あり得るんだと、そういう再検

討するんだということであります。 

  課長職を初め３人の職員が一生懸命探して見つからなかった敷根民有地以外の建設場所、

これを新たに探すとなれば、普通で考えれば、現在の陣容よりもさらに強化の陣容をしなけ

れば、探すのは困難になるのではないかと考えるのが普通でありますが、３人いた職員を係

員１人にする、これで本当に敷根民有地以外の建設場所は探せるんでしょうか。しっかりと

市庁舎の建設へ向かって取り組めるんでしょうか。 

  楠山市長が４年間かけて一生懸命探した敷根民有地、残念ながら市民と議会からノーを言

われた。そこで新たに取り組むんだということが必要なんじゃないんですか。しっかりと市

庁舎に取り組む必要がある。楠山市長は、時間がないんだと、ここは危険なんだと、早急に

建てなきゃならないと言っていた。そこで陣容を縮小する、わかりづらいですね。何ゆえに

市庁舎の建設陣容は縮小をしたほうがいいのかお尋ねします。 

○議長（森 温繁君） 総務課長。 

○総務課長（稲葉一三雄君） １点目で、課を廃止した後の体制の確保がどうされるかという

ことでちょっと回答させていただきますけれども、まず、課を廃止した後の体制については

庁内でも議論をいたしまして、係の設置がよいのかということも含めて、あと新設なのか、

兼務なのか、あと学校再編と合わせた部署ということで室にしたほうがよいのではないかと

か、例えば課として残すことの必然性はというようなことも庁内では出されています。それ

と、先ほど今、伊藤議員からありましたように、市の姿勢ということで大丈夫かというよう

なこと、それと別途、何も変えずにそのまま走るのかというような意見も政策会議の中であ
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ったところでございます。 

  最終的には12月定例会での否決を重く受けとめまして、市長選挙前には動けないというよ

うな判断もありまして廃止ということになったわけですけれども、その中で継続性を確保す

るためにはどうしたらいいのかということが１点ございまして、今後、進捗によっては再度

組織を再編するとか、予算も今回計上、庁舎の関係については３月補正で落とすというもの

と、あと新年度におきましても新たな予算対応はしていないわけでございますが、予算につ

いては、今後必要に応じて補正でお願いしていくというようなことがふさわしいというよう

な判断をしたところでございます。 

  なお、体制が後退したかどうかということでございますけれども、庁舎が必要ということ

は、もうそれは議員さんのほうからも、ほとんど議員さん、全ての議員さんが、庁舎の必要

性ということは同意いただいていると思いますので、今後全庁的な体制をつくるということ

が必要になってくるだろうというふうな判断をしております。 

  その中で、総務課というところに１つの係を置くということで、係とはいいましても総務

課の仕事自体がまず、ある意味、庶務係では庁舎管理をしております。人事係におきまして

は、組織、機構に関するプロジェクトをしておりまして、それらとの連携活用も総務課に置

くとしやすいだろうと。あと広報とか市政懇話会については秘書広報のほうで担当しており

ますし、総務課には検査室もあります。その中でいくと、建築ということになれば、それな

りに専門に質とか何かということで技術職は必要でしょうけれども、今の段階では検査室か

ら技術的なアドバイスも得られると。それと、当然課がなくなったといいましても職員が残

っておりますので、それらの職員との継続性を確保した中でいろいろ応援をいただくという

ことで、全庁的な体制でやっていけるんじゃないかという判断でございます。 

  また、新庁舎建設の庁内検討委員会についても、これは存続して継続してやっていくとい

うことが確認されておりますので、室が係になりまして人員的には、専門の人員としては少

なくなりますけれども、総務課というところで全ての機能をここに集中してやっていくこと

によって、それなりの体制は組めるというふうな判断をしたところでございます。 

  以上です。 

○議長（森 温繁君） ９番。 

○９番（伊藤英雄君） 質問の答えになっていないんですが、私が聞いたのは、施設整備室を

設置をしたのは、必要だから作った、やってきた。その必要の用件が満たされていないのに、

人員削減して施設整備室をなくすという理由の説明にはなっていないんです。３人の市職員
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がやるのと、１人の係員がやるのと、全く一緒だというのは説明になっていないでしょう。 

○議長（森 温繁君） 総務課長。 

○総務課長（稲葉一三雄君） １点、まず、施設整備室をつくったときということでございま

すけれども、そのときのつくったときが、平成23年２月８日に一部改正する条例を提案させ

ていただきまして、そのときにできたわけです。したがいまして、平成24年度からというこ

とになります。23年度からですね。23年度からです。24年ですか。24年度からになります。 

  それで、施設整備室の設置の理由ですけれども、施設整備室については、耐震化計画の最

終年度である27年度までに、認定こども園建設、給食センター建設、図書館及び庁内の建設

に向け万全の職員体制で臨むために、23年４月ですね、23年４月に設置したというのが設置

時の理由となっております。それにつきましては、市議会の中でもいろいろご議論いただき

まして、議員の皆様からも庁舎に特化すべきというようなご意見がありましたり、また、認

定こども園とか給食センターは教育委員会部局の話ですよと。それで、教育委員会部局と市

長部局の施設を同じ部署でやるのはどうなのかというようなことでご議論いただいた経過が

ございます。 

  そういった理由で提案しているというのがありまして、今回１つの大きなそこに書いてい

ます理由といたしまして、まずは給食センターとこども園のものが終わって、今回整理する

ためのものと。それと、庁舎の位置につきましては、12月定例市議会におきまして否決とい

う厳しい判断をいただいたこともございまして、また今定例会で、先ほども申しましたが、

補正予算も減額すると。また、平成28年度予算においても庁舎建設関連予算は計上していな

いというようなことからいっても、今回の提案になったということであります。 

  それで、伊藤議員のおっしゃるように、庁舎の必要性というものは何ら変わったわけでも

ございませんし、新庁舎の室は廃止しても、今後どうしてもそれは継続的にやっていく必要

があるということで、今回、係という形になって人員的にも少なくなることは確かでござい

ますが、いろいろなプロジェクトとか現存の庁内の検討委員会、それらと連携して、今の施

設整備室から配属される職員の応援も得る中で、総務課で何とかこの時期を乗り切っていこ

うと。ただ、状況が変われば、今後また組織機構を見直すとか、新たに課を設置するとか、

当然、予算についても補正予算でお願いするとかということで対応できるというふうに判断

したものでございまして、庁舎の必要性を、この室をなくすことによってなくなったとか、

そういったような意思をあらわしているのではございません。 

  それと、市の職員についても現在かなり繁忙なところで、時間外とかも含めましても差が
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出てきておりますので、なるべく職員をうまくモチベーションを下げないように使うために

は、このようなことがいいというようなことの判断ということでございます。 

  以上でございます。 

○議長（森 温繁君） ９番。 

○９番（伊藤英雄君） 説明がよく理解できない。施設整備室はなくすけれども職員は残って

いて連携をしていくと言うけれども、人事移譲で他の課にいくわけですよね。その課が非常

に暇で困る、暇なので、いつでも庁舎の建設の手伝いができますよと、そういう業務ができ

ますよと。そういうことって私の知っている限り、市役所の係における業務の中に、業務に

ない業務になるわけだね、建設は。例えば税務課に職員が行ったよと。税務課職員が、じゃ、

私、施設整備室にいたから、新庁舎の建設問題は総務課の係と協力してやりますよと。そう

いうのは市役所の職員の業務の遂行としてちょっとあり得ない。私はそう思うんですが。そ

の辺は、要は市の職員というのは、業務は決められているわけだ。各係が。それを超えちゃ

うよと。無視しちゃうよと。こういう説明をなされているんですか。 

  市庁舎が本当に必要で進めていかなきゃならないと。やるんだよと。否決された後でも市

長さんは、いや、敷根民有地で進めると、これに政治生命をかけると、選挙で信を問うと、

そこまでおっしゃった。しかし、見直すと。いや、それは全力でやっぱり見直しをする、検

討を進めていくと、こういう姿勢が必要なんだと思うんだけれども、いや、縮小だよと。一

係でいいんだよと。それはもうまるっきり戦力ダウンであり、市庁舎についての必要性を薄

めたとしか考えられない。本当に必要なところには、人とお金をつぎ込むというのが常識で

すよ。人も引き揚げるよ、お金は必要があったら補正で対応しますよ、そういう取り組みで

本当に市庁舎建設に全力で取り組むと言えるのかどうか。全く言えないんじゃないんですか。

いかがでしょう。 

○議長（森 温繁君） 総務課長。 

○総務課長（稲葉一三雄君） 市の職員の関係でいきませば、市の中には臨機で応援体制をと

るというような要項もございますので、応援していくということはできるということです。

実際、事務分掌の中に、今の施設整備室も、こども園の建設とかそういうことは応援してい

ますので、それは事務分掌の中に、その他整備事業という形で入れてありまして、それはで

きるということで確認したいと思います。 

  それと、現在まだ位置が決まっていないわけです。位置が決まれば、いろいろ工事とか予

算とか等あると思いますけれども、現状、伊藤議員がおっしゃるように、本当にそこが必要
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だということであれば、人とお金はやはり必要になります。ただ、今回は施設整備、ごめん

なさい、庁舎建設に関する予算が、具体的には工事にしろ、委託にしろ、ない状況で４月現

在で今、提案しておりますので、そこの整合性を見ても、お金がないのに人だけ張りつける

のか、そこが何をやっていくのかというところでいけば、今回の提案がそんなにおかしなも

のではないというふうに理解していますので、ちょっとその辺はご理解いただきたいと思い

ます。 

○議長（森 温繁君） ９番。３回目。 

○９番（伊藤英雄君） 残念ながら最後の質問ということなので、今言ったお話は、お金がな

いから人を張りつけるというのはおかしいんだよ。仕事が必要だから人とお金を張りつける

んだ。市庁舎は、場所がいまだ決定していない。場所を決定しなきゃならない。場所を決定

するには、当然その場所の権利関係、あるいは地質調査、周辺の調査も要る。それから、こ

れまでの経緯を考えれば、市役所庁内だけで決定するわけにはいかない。やはり有識者なり

市民の声を、そういったものを多く聞いていかなきゃならない。こういった仕事があるわけ

だ。実際３人でやっていて、できなかった。総務課の係１人にすればできるという理屈がわ

からない。 

  それから、応援体制は、それは決まっていますよ。応援体制が決まっているから人数少な

くていいなんていう課があるんですか。今、例えば観光交流課が目の前にいましたので、観

光交流課に今、誰がいるかちょっと覚えていないんですけれども、じゃ、応援体制があるか

ら観光交流課の人員減らしていいんだよと。僕が多分、観光交流課長なら納得しないと思い

ますよ。応援をもらえるといったって、やっぱりしっかり専属の人間必要だと。それはどこ

の課でもそうだと思いますよ。議会事務局だって、応援課がいるから、議会のあるときだけ

他の課から来るから、いや、今４人だけれども３人でいいですよなんて、こういう話にはな

らないんですよ。場所を決定するのには、やっぱり大変な作業は、今までの経緯があるから

余計に慎重に、そして丁寧に進めていかなきゃならない。必要性は大きい。やる仕事はいっ

ぱいあると思いますよ、探していく。そこで縮小、わからないです。もう少しわかるように

説明をお願いいたします。 

○議長（森 温繁君） 副市長。 

○副市長（糸賀秀穂君） 伊藤議員のご質問でございますけれども、施設整備室を設置した経

過につきましては、先ほど総務課長が答弁したとおりでございます。今回、庁舎建設問題に

限定して申し上げますと、この庁舎の建設の問題というのが、さまざまな情勢の変化により
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まして現在一時停滞、足踏みの状態になっている現実がございます。この現実を直視して組

織を縮小しつつ、この庁舎建設に関する事務の継続性を図っていくということで今回の提案

をさせていただくと、そういうことでございますので、その辺はご理解いただきたいと思い

ます。 

○議長（森 温繁君） ７番。 

○７番（大川敏雄君） 私は、今回の整備室を４月１日からやめるという点については、まこ

とに結構だと思います。なお、やめる理由としては、総務課長が今、整然と説明をいたしま

した。まずは、12月議会において位置変更の条例が反対されたと、否決されたと、こういう

のが第１点。それに伴って、いわゆる本年度の、この実施設計をしようという本年度の予算

と、それから債務負担行為の１億700万円を削ると。28年度当初予算については一連の予算

を上げないと。こういうことを考えるならば、これは、施設整備室をとりあえず４月１日か

らやめることは、ごもっともな理屈だと思います。 

  ただ、納得できないのは提案理由です。提案理由を、なぜ認定こども園だとか下田の給食

場の完成に伴い、なんていう文書事項を説明しました。この施設整備室の主たる目的は庁舎

建設なんです。そのほか、その他ということで一番端っこに１行あるだけなんです。そうだ

とすると、正々堂々と、下田市の位置変更の条例が否決されたために、このあれをするんだ

というのが本来の提案理由じゃないですか。そう修正すべきだと思いますよ。そんなごまか

すような提案じゃなくて、やはり12月の議会で下田市の位置変更の条例が否決されたと、そ

ういう理由をもってこの組織機構の見直しをするんだというのがまともな理由だと思います

が、いかがですか。 

○議長（森 温繁君） 総務課長。 

○総務課長（稲葉一三雄君） 設置時の下田市課設置条例の一部を改正する条例の制定につい

てというところの提案理由が、認定こども園、給食センター、図書館及び庁舎の建設に向け

組織機構の見直しを図るためという提案理由になっております。その辺の提案理由と整合性

を図るために、今回このような提案理由にさせていただきましたけれども、当然今、大川議

員のご指摘があったような指摘は、政策会議で議論する中で提案理由をどうするのかという

ことは、ちょっと大きな議題となっております。そのときに、設置時がどうだったのかとい

うことを調べたところ、提案理由が今申し上げたとおりになっておりましたので、ちょっと

ストレートでなくてひきょうだと言われれば、それもそうかもしれませんが、今回はそのと

きの経過を踏まえて提案理由をこのようにさせていただいたということでご理解いただきた
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いと思います。 

  以上でございます。 

○議長（森 温繁君） ７番。 

○７番（大川敏雄君） 提案理由等については、委員会の識見を十分尊重しながら十分審議し

ていただくことを要望して終わります。 

○議長（森 温繁君） ほかに質疑はありませんか。 

  13番。 

○１３番（沢登英信君） この施設整備係が、第４次の総合計画の中で認定こども園、そして

給食センター、図書館兼庁舎の合築というこの３つの大きな課題を実現するために23年度に

組織されたと、設置されたと、こういう経緯で、認定こども園と学校給食センターが一応完

成を見たので、この課の設置を廃止をするんだと、この理由はわかりましたけれども、それ

ならばこの図書館はどうするのかと、庁舎はどうするのかということが、あわせて市長の口

から提案がなければ、説明がなければ、僕は不十分だと思うんです。 

  私が推測しますのに、新聞報道によりますと、庁舎は再検討するんだと、こういうことで

すので、少なくとも１年間の再検討は必要だろうと。実際、建設工事、設計して始まるとい

うことになりますと、恐らく５年先ということになるんじゃないかと、４年から５年先とい

うことに庁舎の建設はなるんではないかと、こういうぐあいに時期的には、スケジュール的

には推測をするわけです。図書館や庁舎をやはり４年から５年先送りする考えでいるのかと

いう点についてお尋ねをしたいと思いますし、そういう意味では、市長が申してまいりまし

た安全性、利便性ですか、そして経済性というこの３つの概念によります、理念によります

選定というのは間違いであったと。その３つの理念では選ぶところがないと、こういう結論

になったんではないかと思うんですけれども、どのようにその点をお考えになっているのか。 

  図書館の建設、あるいは途中では保健センターですか、保健センターも総合庁舎のほうに

持っていくんだというような提案もあったかと思いますので、ここら辺の問題を具体的に市

長はどのように整理をされているのか、当局として整理されているのかということは、やは

り表明いただきませんと、この議案を審議することはできないと、こういうことにならざる

を得ないと思うんですが、いかがでしょうか。 

○議長（森 温繁君） 質疑の途中ですが、ここで10分間休憩いたします。 

午前１１時 ８分休憩 

──────────── 



－30－ 

午前１１時１８分再開 

○議長（森 温繁君） 休憩を閉じ、会議を再開いたします。 

  当局の答弁を求めます。 

  市長。 

○市長（楠山俊介君） この課の設置条例の改正につきまして、まず、新庁舎の必要性という

のは皆さんにご理解いただいているところというふうに理解をしているところでありますし、

今、当局に求められていることは、安全・安心で市民の皆さんに使いやすく、そして、これ

からのまちづくりの拠点に、あるいは防災の拠点にしっかりなるような、そのような新庁舎

を早くつくっていくというのが求められていることだというふうに思っております。 

  これをきちっと進めていくために、今まで10カ所以上の候補地等を検討して、そして敷根

民有地というのを提案したところであります。しかし、12月に議員の皆さんから３分の２以

上の賛成を得られなかったということは事実でありますし、このことはしっかりと議会の判

断ということで受けとめなきゃならないというふうに思います。また、市民の皆様の中にも、

まだまだ賛否両論、あるいは新たな提案等もあるということはしっかり受けとめているとこ

ろであります。そういう中で、12月の議会におきましても議員の皆様から、少し時間をおい

てしっかり考えるべきだ、あるいは市民の皆さんの意見をもう少しきちっと聞くべきだ、あ

るいは新たな提案というものがあるんであれば、またそれを考慮して検討する時間も持つべ

きだ、そして手戻りのないような形で進めるべきだ等々ご意見をいただいたところでありま

す。 

  また、６月に市長選改選期という中で、６月において庁舎の問題というのは、それは重要

な問題とはいうふうに思いますが、そこで白黒つけるということではありませんし、また白

黒つけられる話でもないというふうにも思っております。そういう意味では、６月という時

期もありますので、今後の庁舎の進め方としましては、早くスムーズに進めるためには、ま

ず６月まで一呼吸置くというか休止状態に置く中で、６月以降にしっかりと議員の皆様や、

あるいは市民の皆様のそういう新たな提案等が示されるという状況もあれば、それをしっか

りと受けとめて、もう一度原点に戻って再検討する、そういう時間をある面つくることが、

逆に早く進む状況であろうというふうに判断をしているところであります。 

  そのために、担当ということになりますが、今回、課のほうは廃止ということを提案させ

ていただきましたけれども、係という形で置いてしっかりとつないでいきながらということ

であります。ただし、先ほども総務課長のほうからありましたが、職員の本当に足りないと
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いうかぎりぎりの中で、新年度以降、数カ月であったとしても、大きな仕事を持たずに進め

ていくというのは他の課に対しても大きな影響を与えますので、係という形でしっかりとつ

ないでいき、その中で新庁舎の件もどのような案件が出るかというのはちょっとあれですが、

県の総合庁舎の関係もありますし、またそういう図書館等もあろうかと思いますが、そうい

う中で６月以降きちっと進めるためには、それ以降に新たな組織改革が、機構の編成が必要

ならそれに対応し、予算が必要ならそれに対応するという中で進めさせていただきたいとい

うことで、ここはひとつ課を廃止し、係として対応していきたいというふうに思っていると

ころであります。そして、図書館の件につきましても、きちっと進めていかなきゃいけない

ところでありますので、これはまた担当課も含めて進めていくという状況であります。 

  ですから、第一義とします新庁舎、あるいは図書館、そういうものは、皆さんのご理解の

上にスムーズに進めていきたいという中での選択であるということをご理解いただきたいと

いうふうに思います。 

  以上です。 

○議長（森 温繁君） 13番、よろしいですか。 

  沢登君。 

○１３番（沢登英信君） ご説明をいただきましたけれども、よく理解ができないんですけれ

ども、庁舎や図書館の件はどうするんでしょうか。全く別のものとして進めていくのか、当

初は合築するんだと、その経過が別々につくるんだと、こういうような見解を出されてきた

かと思うんですけれども、やはりそれらのものが全てご破算というか、はなからやり直すと

いうことになったという説明を市長はされたんでしょうか。どういう説明をされたのかちょ

っとわかりませんので、もしそうだとすれば、平成23年から24年にかけて敷根公園のエント

ランス部分で基本構想、あるいは基本計画なるものをつくり、そして、さらに敷根民有地で

それをつくろうとしたと、その予算の実施はかなわなかったわけですけれども、この間１億

2,000万からの、結局この４年間で無駄金を使ったと、当然こういうことになるのかと、そ

ういう反省をしているのかと、こういうことを問いたくなってくるわけでありますけれども、

市長の答弁は、今の答弁はどういう答弁だったのかと。全てご破算に戻して検討し直します

よと、図書館も保健センターも庁舎も、こういうご答弁だったんでしょうか。 

○議長（森 温繁君） 市長。 

○市長（楠山俊介君） まず、庁舎建設は進めていかなきゃならないということで認識してお

ります。その中で、位置の変更の条例が議会において否決されたということは、やはり重要
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な判断でございますので、きちっと受けとめましてこれから進めていかなきゃならないとい

うふうに思っております。 

  そして、建設位置に関しましては、敷根民有地として提案をさせていただいたものはきち

っと積み上げてきたものであり、候補地としては優位な位置案であるというふうには理解を

しておりますが、しかし、そのものが議会のほうで位置条例変更としては認めていただけな

かったということでありますので、それは予定地として進めるというわけにはいきませんの

で、優位な位置案として置いて、議員の皆様や、また市民の皆様等から新たな提案等が示さ

れるという可能性は大きいかというふうにも思いますので、そういうものをしっかりと受け

とめるということの中で、もう一度位置に対しまして検討をしていきたいというふうに思っ

ております。 

  そして、庁舎の建設と同時に図書館という建設は、当初合築という状況はありましたけれ

ども、今は分離でやるというような中で、総合庁舎の移転等に連動してしっかりと整備して

いきたいというところで現在おりますので、これをまた総合庁舎の関係等々も検討しながら、

よりよい図書館を整備していくという方向になろうかというふうに思っております。 

  以上です。 

○議長（森 温繁君） 13番、沢登君。３回目です。 

○１３番（沢登英信君） ちょっと違うんじゃないかという気もするんです。本当にこの課を、

施設整備係を廃止してよろしいのかという疑問は大きく残るということと、総合庁舎の移転

に伴ってそこに図書館を持っていくという見解というのは今なお残っているんだと、こうい

う答弁であったかと思うんですが、総合庁舎の全体を持っていくという形では現在ないです

ね。危機管理室のみを持っていくと、しかも高齢者福祉プラザの跡地だと、これ私はとんで

もないことだと思うんですが、20人程度だということになろうかと思いますので、そうしま

すとこの前提も崩れているんではないかと。県の総合庁舎全体が高齢者プラザのところに移

転するというのであれば、検討の課題になってこようかと思いますが、危機管理局のみの移

転だと、こういうぐあいに県のほうは表明しているようでございますので、そうしますとこ

の前提も崩れているんではないかと、こう思うんですけれども、市長はどのようにお考えで

今のようなご答弁になっているのか明らかにしていただきたいと思います。 

○議長（森 温繁君） 市長。 

○市長（楠山俊介君） 総合庁舎の移転につきましては、現段階で私のほうで聞いているとい

うか認識していることは、まずは全面移転が大前提であるということ、しかし、全面移転に
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関係して移転の土地というものが調査等続いて、決定するのに少し時間がかかるという状況

があるので、危機管理部門だけを先行移転をし、早くこの地域の安心・安全の環境はつくっ

ていきたいんだということで、今回危機管理部門が先行移転をするというふうに聞いており

ますし、そう認識しております。 

  ですので、危機管理部門が移転した後の空き施設、あるいは全面移転をしたときの空き施

設、それらをどのように使っていけるかということを今、担当部局で県と検討しております

ので、その中で使いやすい図書館が早く設置できればというふうに考えているところであり

ます。 

○議長（森 温繁君） ほかに質疑ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（森 温繁君） これをもって質疑を終わります。 

  ただいま議題となっております議第17号議案は、総務文教委員会に付託いたします。 

  ──────────────────────────────────────────────   

◎議第１８号～議第２０号の上程・説明・質疑・委員会付託 

○議長（森 温繁君） 次は、日程により、議第18号 下田市職員の給与に関する条例の一部

を改正する条例の制定について、議第19号 下田市職員の再任用に関する条例の一部を改正

する条例の制定について、議第20号 下田市一般職の任期付職員の採用等に関する条例の一

部を改正する条例の制定について、以上３件を一括議題といたします。 

  当局の説明を求めます。 

  総務課長。 

○総務課長（稲葉一三雄君） それでは、議第18号から議第20号までを一括してご説明申し上

げます。 

  お手数ですが、議案件名簿の18ページをお開き願います。 

  議第18号は、下田市職員の給与に関する条例の一部を改正する条例を別紙のとおり制定す

るものでございます。 

  初めに、提案理由でございますが、平成27年度の人事院勧告に基づき、職員の給料表の額

及び期末手当の支給率を見直すとともに、行政不服審査法及び地方公務員法の改正に伴う所

要の改正を行うものでございます。 

  人事院は、本年８月６日に国会及び内閣に対し、平成27年度人事院勧告を、また静岡県人

事委員会は、10月15日に県議会及び知事に対し、平成27年職員の給与等に関する報告及び勧
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告を行いました。 

  人事院勧告は、公務労働者における労働基本権制約の代償措置の根本をなすものといたし

まして、公務員給与が民間給与水準から乖離しないよう労使関係の安定、効率的な行政運営

を維持する上でも必要なものであるという理由により、昭和23年から制度化されているもの

でございます。 

  平成27年度人事院勧告の骨子でございますが、本年は公務員と民間給与の比較におきまし

て、公務員の月例給、ボーナスのいずれも民間給与を下回っており、月例給につきましては

初任給を2,500円引き上げ、若年層においても同程度の改定をするなど平均0.4％の引き上げ、

またボーナスにおきましても勤勉手当を0.1カ月引き上げるとともに、再任用職員等の勤勉

手当0.05月の引き上げ等が主な内容でございます。また、給与制度の総合的見直しといたし

まして、平成28年４月１日から単身赴任手当の基礎額の引き上げ等も含まれております。 

  本市といたしましては、人事院勧告制度を尊重するとの基本姿勢のもと、これまでも長い

間培われてきました労使慣行を尊重、堅持し、また情勢適応の原則にも配慮した形で職員給

与の一部改正を行わせていただくものでございます。 

  給与改定の概要でございますが、条例改正関係等説明資料の３ページをご覧ください。 

  上段に記載してあります給与表関係でございます。 

  人事院勧告に基づき、平均0.37％引き上げるものです。初任給につきましては2,500円引

き上げ、若年層においても同程度の改定となっております。また、年齢が上がるに従い改定

率は低くなり、若年層と高齢層の格差を抑えるものとなっております。１級の改定率は

0.97％、２級は0.49％、３級は0.32％、４級は0.3％、５級は0.29％、６級は0.17％の改定

率となるものでございます。 

  次に、期末勤勉手当でございますが、中段をご覧ください。 

  期末勤勉手当につきましては、本年度12月支給分勤勉手当の支給月数を0.1カ月分引き上

げ0.85月に改めるもので、これに伴いまして、期末勤勉手当の年間支給割合は4.2月となる

ものでございます。さらに、平成28年度以降の期末勤勉手当につきましては、６月期及び12

月期における勤勉手当の支給月数を定めるため、一部改正条例の第２条におきまして0.8月

に改めるものでございます。また、期末勤勉手当の支給割合の経過と今回の改正案につきま

しては、下段の表をご覧いただきたいと存じます。 

  ４ページをお開きください。 

  地方公務員法及び地方独立行政法人法の一部を改正する法律が平成26年５月14日に公布さ
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れ、改正後の地方公務員法が平成28年４月１日から施行されます。この改正に伴い、地方公

共団体の職員の給与に関する条例には、新たに等級別基準職務表を規定する必要が生じまし

た。下田市は現在、規則において級別標準職務表を定めておりますが、今回の改正におきま

して、条例で定めることが必要となったものでございます。 

  それでは、条例改正の内容につきましてご説明申し上げますので、５ページ、６ページを

お開き願います。 

  左側のページは改正前、右側のページは改正後で、アンダーラインを引いてある箇所が今

回改正させていただくところでございます。これ以後のページも同様でございます。 

  今回の条例改正の組み立てにつきましては、勤勉手当の配分調整及び法改正等がございま

して、条例の施行日が異なる関係上、２条立てとさせていただいております。勤勉手当に関

する改正でございますが、第19条第２項中「100分の75」を「100分の85」に改めるものでご

ざいます。これによりまして、年間の期末勤勉手当の支給率は、100分の410が100分の420と

なるものでございます。 

  次に、別表給料表の改正でございますが、条例改正関係等説明資料の５ページから12ペー

ジにかけまして別表給料表の改正前、改正後を記載しておりますが、アンダーラインの部分

につきまして別表を改めるものでございます。給料表につきましては、１級は2,500円から

1,100円の幅で、２級は2,500円から1,000円の幅で、３級は1,400円から1,000円の幅で、４

級は1,200円から1,100円の幅で、５級、６級はおおむね1,100円の幅でそれぞれ引き上げる

というものでございます。 

  なお、改正前の６級101号43万5,000円と102号44万1,500円の差が6,500円となっておりま

すので、今回の改正で差が600円となるように改めさせていただきました。その結果、６級

102号から109号までは、それぞれ4,800円の減額となるものでございます。 

  続きまして、一部改正条例の第２条関係でございますが、条例改正関係等説明資料11ペー

ジ、12ページをお開きください。 

  第４条第１項につきましては、別表第２として等級別基準職務表を加えるため、「別表」

を「別表第１」とするもの、第２項は、字句修正及びこれまで規則で定めておりました分類

の基準となるべく職務の内容を別表２として条例で定めるもので、地方公務員法の改正に伴

うものでございます。 

  第18条の３第２項は、行政不服審査法の全部改正に伴い、条項のずれを改正するものでご

ざいます。 
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  13ページ、14ページをお開きください。 

  第19条第２項は、平成27年度以降の勤勉手当の支給率に係る改正でございます。今回の勤

勉手当の支給割合の引き上げは、本年度につきましては12月期分にまとめて改定したところ

です。平成28年度以降の勤勉手当につきましては、第19条第２項におきまして、先ほど第１

条で改正した「100分の85」を「100分の80」に改め、６月期及び12月期における支給月数を

それぞれ100分の80とする旨の改正を行うものでございます。 

  別表第２は、先ほどご説明申し上げましたが、地方公務員法の改正に伴い、規則規定して

いた基準職務表を現状に合致するよう一部見直し、等級別基準職務表として条例で定めるも

のでございます。 

  それでは、議案件名簿の23ページをお開きください。 

  附則でございますが、附則第１項は、この条例の施行期日を定めておりまして、この条例

中第１条の規定は公布の日から、第２条の規定は平成28年４月１日から施行するというもの

でございます。 

  附則第２項第１号は、第１条の規定による改正後の下田市職員の給与に関する条例別表の

規定は、平成27年４月１日から適用するという遡及適用を規定したもの、同第２号は、第１

条の規定による改正後の下田市職員の給与に関する条例第19条第２項の規定は、平成27年12

月１日から適用するという遡及適用を規定したものでございます。 

  附則第３項は、改正前の規定で支給された給与は内払いとみなす旨の規定をしたものでご

ざいます。 

  続きまして、議第19号 下田市職員の再任用に関する条例の一部を改正する条例の制定に

ついてご説明申し上げます。 

  議案件名簿の24ページをお開きください。 

  議第19号は、下田市職員の再任用に関する条例の一部を改正する条例を別紙のとおり制定

するもので、提案理由でございますが、人事院勧告に基づき所要の改正を行うものでござい

ます。 

  条例改正関係等説明資料の17ページをお開き願います。 

  改正の内容は、全ての職務の級において給与月額を1,100円引き上げるとともに、平成27

年度12月支給分勤勉手当の支給月数を0.05カ月引き上げ0.4カ月に改めるもので、これに伴

いまして、期末勤勉手当の年間支給割合は2.2月となるものでございます。さらに、平成28

年度以降の期末勤勉手当につきましては、６月期及び12月期における勤勉手当の支給月数を
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定めるため、一部改正条例の第２条におきまして0.375月に改めるものでございます。 

  なお、期末勤勉手当の支給割合の経過につきましては、17ページ下段の表をご覧いただき

たいと存じます。 

  それでは、条例改正の内容につきまして、条例改正関係等説明資料の18ページ、19ページ

でご説明申し上げます。 

  左側のページは改正前、右側のページは改正後で、アンダーラインを引いてある箇所が今

回改正させていただくところでございます。本条例改正の組み立て方につきましても、勤勉

手当の配分調整等がございまして、条例の施行日が異なる関係上、２条立てとさせていただ

いております。第５条第１項は、再任用された職員の給与表の規定で、それぞれ1,100円の

増額をするもの、同第３項は、再任用職員に対する勤勉手当の月数を規定しており、「100

分の40」に改めるものでございます。 

  第２条では、平成28年度以降の勤勉手当につきましては、先ほど第１条で改正した「100

分の40」を「100分の37.5」に改め、６月期及び12月期における再任用職員の支給月数をそ

れぞれ「100分の37.5」とする旨の改正を行うものでございます。 

  それでは、議案件名簿の25ページに戻っていただきまして、附則でございますが、この条

例の施行期日を定めておりまして、この条例中第１条の規定は公布の日から、第２条の規定

は平成28年４月１日から施行するというものでございます。 

  附則第２項第１号は、第１条の規定による改正後の下田市職員の再任用に関する条例第５

条第１項の規定は、平成27年４月１日から適用するという遡及適用を規定したもの、同第２

号は、第１条の規定による改正後の下田市職員の再任用に関する条例第５条第３項の規定は、

平成27年12月１日から適用するという遡及適用を規定したものでございます。 

  附則第３項は、改正前の規定で支給された給与は内払いとみなす旨の規定をしたものでご

ざいます。 

  続きまして、議第20号 下田市一般職の任期付職員の採用等に関する条例の一部を改正す

る条例の制定についてご説明申し上げます。 

  議案件名簿の26ページをお開きください。 

  下田市一般職の任期付職員の採用等に関する条例の一部を改正する条例を別紙のとおり制

定するもので、提案理由でございますが、人事院勧告に基づき所要の改正を行うものでござ

います。 

  条例改正関係等説明資料の20ページをお開き願います。 
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  改正の内容は、現行の給与表を改正案のとおり全ての職務の級において1,000円引き上げ

るとともに、来年度６月及び12月支給分期末手当の支給月数を0.025カ月引き上げ、それぞ

れ1.575月分に改めるもので、これに伴いまして期末手当の年間支給割合は3.15月となるも

のでございます。 

  なお、期末手当の支給割合の経過につきましては、下段の表をご覧いただきたいと存じま

す。 

  それでは、条例改正の内容につきまして、条例改正関係等説明資料の21ページ、22ページ

でご説明申し上げます。 

  左側のページは改正前、右側のページは改正後で、アンダーラインを引いてある箇所が今

回改正させていただくところでございます。第６条第１項は、任期つき職員の給与月額を１

級から５級までそれぞれ1,000円引き上げるものでございます。第７条第２項は、６月期及

び12月期支給月数として、それぞれ「100分の155」を「100分の157.5」とする旨の改正を行

うものでございます。 

  それでは、議案件名簿の27ページをお開きください。 

  附則でございますが、平成28年４月１日から施行するというものでございます。 

  以上、大変雑駁な説明ではございますが、議第18号 下田市職員の給与に関する条例の一

部を改正する条例の制定についてから議第20号 下田市一般職の任期付職員の採用等に関す

る条例の一部を改正する条例の制定についてまでの説明を終わらせていただきます。ご審議

のほどよろしくお願い申し上げます。 

○議長（森 温繁君） 議第18号議案から議第20号議案までについて、当局の説明は終わりま

した。 

  これより各議案ごとに質疑を行います。 

  まず、議第18号 下田市職員の給与に関する条例の一部を改正する条例の制定についてに

対する質疑を許します。 

  ８番、鈴木 敬君。 

○８番（鈴木 敬君） いつも職員給与の問題について感じることなんですが、これは人事院

勧告に基づいてなされることでありますので、地方自治体が独自にやることではないという

ふうなことは理解しておりますが、人事院勧告の基礎となるのは、民間給与水準と公務員の

給与をできるだけ差がないようにしていくというふうなことですが、この民間給与水準、民

間の企業を抽出してその平均給与を出して、それで民間給与水準とするというふうなことな
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んですが、これどういうふうな企業が、基準となるものはどういうふうなものなのかという

ふうなことを常々思っておるんですが、一方において、下田市の民間企業の平均給与水準と

いうのはどのくらいであると下田市は把握しておられるんでしょうか。そこら辺のところに

ついてご説明をお願いしたいと思います。 

  もう一点、ラスパイレス指数、現在どのような水準なのか、この給与改定によってどのよ

うに変わっていくと推測されるのか、その点についてもお聞かせください。 

○議長（森 温繁君） 総務課長。 

○総務課長（稲葉一三雄君） 人事院勧告の民間の給与水準の調査につきましては、おおむね

事業所規模が50人以上の比較的大きな事業所を対象としているというような調査となってお

ります。 

  あと、下田市の給与水準ということですが、これは下田市職員というよりも多分、下田市

の民間ということだと思いますけれども、総務課のほうで民間の要するにそういった調査と

いうのは行っておりません。一応、地域間の格差的なものは、今は地域手当というのがある

ところとないところがありますので、その辺で格差は解消されているというような判断をし

てもらってよいのではないかと思います。下田市においては、地域手当はついていないとい

う状況です。 

  ラスパイレス指数でございますが、今年度のラスパイレス指数が99.3％、26年のラスパイ

が99.1％ということで、若干昨年よりも上がってきたというような状況でございます。 

  以上です。 

○議長（森 温繁君） ８番、鈴木 敬君。 

○８番（鈴木 敬君） 下田市の民間企業の平均給与、どのくらいなのかということの調査は

していないというふうなことですが、これ何年か前にもやはり同じような問題で私、質問し

たことがありますが、そのときにも調査はしていないというふうなことですが、これ調査を

する必要があるんじゃないですか。 

  人事院勧告に基づいて全国一律にそういうふうな形で職員給与を上げていくということは、

当然やるべきことなのかもしれませんが、ますます下田の地域実態の経済と乖離していくと

いうふうな、市民にとっては市役所の給与はすごくいいなというふうな、そういうふうな思

いもますます出てくるというということは、下田市の経済はかなり疲弊しているというふう

に私は思っておりますので、そこら辺のところについての配慮ができるのか、どうなのかは

わかりませんが、そういうふうなことも考えてやっていただきたいなというふうに私として
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は思っているわけなんですよ。 

  ですから、できるだけ下田市の人たちが働いてどのくらいのお金をもらっているのかとい

うふうな実態について、市のほうもしっかり把握する必要があると思いますが、そこら辺ど

うお思いでしょうか。 

○議長（森 温繁君） 総務課長。 

○総務課長（稲葉一三雄君） 統計的に把握するということは、必要性に応じての問題になる

と思います。ただ、給与に決めるために、そこで調査をしたことが給与に反映できるかとい

うと、かなり難しい部分があると思いまして、例えば個人で営んでおられます事業所等もさ

まざまだとは思いますが、どこの水準をとって市役所の職員との給与を比較すればいいのか

ということが問題になります。単純に事業所の労働者の給与実態というものがどうなのかと

いうことについての調査というのは、できなくはないと思いますけれども、それをもって市

役所の職員給与との比較に使うというのは、人事院勧告の考え方とは非常にずれが生じてく

るというふうに考えております。 

  これ前もそのようなお答えしたと思いますけれども、別途そういった調査が必要というこ

とであれば、職員の給与を決めるためということではなくて、何らかの目的を持った統計上

の調査ということになるのではないかと思っております。 

  以上でございます。 

○議長（森 温繁君） ８番。 

○８番（鈴木 敬君） 常々感じていることなんですが、下田市はそういうデータを蓄積して

おく、とっておくというふうなことが余りやられておらない、独自に下田市の経済の実態、

生活の実態をいろんな角度からデータとして収集するというふうなことは余りやられていな

い。例えば空き家対策等々のことにもありますが、じゃ、下田市は一体現在どのくらいの空

き家があって、それで活用できるような空き家はどのくらいだとかいうふうなデータもない

という、そういうふうな意味で、下田市の生活実態、経済の実態がわかるようなそういうデ

ータは、下田市としてはもっと積極的に下田市のデータをとる必要があるんじゃないかとい

うふうに、これは要望として終わります。 

○議長（森 温繁君） 答弁を求めますか。答弁いいですね。 

〔「はい」と呼ぶ者あり〕 

○議長（森 温繁君） ほかにありませんか。質疑ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 
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○議長（森 温繁君） これをもって質疑を終わります。 

  ただいま議題となっております議第18号議案は、総務文教委員会に付託いたします。 

  次に、議第19号 下田市職員の再任用に関する条例の一部を改正する条例の制定について

に対する質疑を許します。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（森 温繁君） これをもって質疑を終わります。 

  ただいま議題となっております議第19号議案は、総務文教委員会に付託いたします。 

  次に、議第20号 下田市一般職の任期付職員の採用等に関する条例の一部を改正する条例

の制定についてに対する質疑を許します。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（森 温繁君） これをもって質疑を終わります。 

  ただいま議題となっております議第20号議案は、総務文教委員会に付託いたします。 

  ここで１時まで休憩いたします。 

午前１１時５２分休憩 

──────────── 

午後 １時 ０分再開 

○議長（森 温繁君） 休憩を閉じ、会議を再開いたします。 

  ──────────────────────────────────────────────   

◎議第２１号～議第２７号の上程・説明・質疑・委員会付託 

○議長（森 温繁君） 次は、日程により、議第21号 平成27年度下田市一般会計補正予算

（第６号）、議第22号 平成27年度下田市稲梓財産区特別会計補正予算（第３号）、議第23

号 平成27年度下田市国民健康保険事業特別会計補正予算（第４号）、議第24号 平成27年

度下田市介護保険特別会計補正予算（第４号）、議第25号 平成27年度下田市後期高齢者医

療特別会計補正予算（第３号）、議第26号 平成27年度下田市下水道事業特別会計補正予算

（第３号）、議第27号 平成27年度下田市水道事業会計補正予算（第２号）、以上７件を一

括議題といたします。 

  当局の説明を求めます。 

  企画財政課長。 

○企画財政課長（須田信輔君） それでは、議第21号 平成27年度下田市一般会計補正予算

（第６号）から議第26号 平成27年度下田市下水道事業特別会計補正予算（第３号）まで一
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括してご説明申し上げます。 

  ピンク色の補正予算書と補正予算の概要をご用意願います。 

  議第21号 平成27年度下田市一般会計補正予算（第６号）の主な内容でございますが、年

度末を控え事業の終了見込みによる歳入歳出の調整が中心でございますが、緊急性のあるも

の、給与改定に係る予算及び国の補正予算に対応した予算の計上をいたしましたところ、補

正予算の規模は8,761万8,000円の追加となり、補正後の予算額は101億2,121万7,000円とな

るものでございます。 

  補正予算書の１ページをお開きください。 

  平成27年度下田市の一般会計補正予算（第６号）は、次に定めるところによるもので、第

１条の歳入歳出予算の補正でございますが、第１項は、既定の歳入歳出予算の総額に歳入歳

出それぞれ8,761万8,000円を追加し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ101億2,121万

7,000円とするものでございます。 

  第２項は、歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳入

歳出予算の金額は、「第１表 歳入歳出予算補正」によるということで、予算書の２ページ

から４ページに記載のとおりでございますが、内容につきましては後ほど補正予算の概要に

よりご説明申し上げます。 

  第２条の繰越明許費でございますが、地方自治法第213条第１項の規定により、翌年度に

繰り越して使用することができる経費は、「第２表 繰越明許費」によるということで、補

正予算書の５ページをお開きください。 

  繰越明許費に係る事業は９件で、１件目は、２款総務費、９項情報政策費の電算処理総務

事業で、金額は5,483万円でございます。 

  ２件目は、３款民生費、３項児童福祉費の子ども・子育て支援事業で、金額は213万9,000

円でございます。 

  ３件目は、６款商工費、２項観光費の広域観光推進事業で、金額は1,000万円でございま

す。 

  ４件目は、７款土木費、２項道路橋梁費の道路維持事業で、金額は1,300万円でございま

す。 

  ５件目は、７款土木費、２項道路橋梁費の橋梁維持事業で、金額は1,056万円でございま

す。 

  ６件目は、７款土木費、５項都市計画費の都市公園維持管理事業で、金額は684万円でご
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ざいます。 

  ７件目は、７款土木費、７項住宅費の耐震改修支援事業で、金額は600万円でございます。 

  ８件目は、９款教育費、２項小学校費の小学校管理事業で、金額は2,310万円でございま

す。 

  ９件目は、９款教育費、３項中学校費の中学校管理事業で、金額は1,250万円でございま

す。 

  以上９件につきまして、年度内に完了する見込みがつかないため、繰り越しをさせていた

だくものでございます。 

  １ページに戻っていただき、第３条債務負担行為の補正でございますが、債務負担行為の

変更は、「第３表 債務負担行為補正」によるということで、補正予算書の６ページ、７ペ

ージをお開きください。６ページが変更前、７ページが変更後でございます。 

  債務負担行為の変更は４件で、１件目は、ＩＰ無線リースで、期間の変更はなく、限度額

のうち事業予定額975万5,000円を977万5,000円に、平成27年度予算計上額130万3,000円を超

える金額845万2,000円を847万2,000円に変更するものでございます。 

  ２件目は、可燃ごみ収集業務委託で、期間の変更はなく、限度額のうち事業予定額１億

1,377万5,000円を8,652万8,000円に、平成27年度予算計上額79万5,000円を超える金額１億

1,298万円を、それぞれ12万8,000円、8,640万円に変更するものでございます。 

  ３件目は、高齢者生きがいプラザ指定管理料で、期間は平成27年度より平成29年度までを

平成27年度より平成28年度までとし、限度額のうち事業予定額1,129万7,000円を748万円に、

27年度予算計上額373万6,000円を超える金額756万1,000円については平成28年度以降におい

て支払うを、374万4,000円については平成28年度において支払うに変更するものでございま

す。 

  ４件目は、新庁舎建設工事設計業務委託料で、債務負担行為を廃止するものでございます。 

  １ページに戻っていただき、第４条は地方債の補正でございますが、地方債の変更は、

「第４表 地方債補正」によるということで、補正予算書の８ページをお開きください。 

  地方債の変更は６件でございます。 

  １件目は、寝姿橋耐震補強事業で、限度額2,300万円を1,970万円に変更するもの、２件目

は、敷根１号線道路改良事業で、限度額810万円を440万円に変更するもの、３件目は、敷根

公園改修事業で、限度額1,660万円を1,500万円に変更するもの、４件目は、小学校屋内運動

場改修事業で、限度額570万円を1,920万円に変更するもの、５件目は、中学校屋内運動場改



－44－ 

修事業で、限度額2,600万円を2,910万円に変更するものでございます。６件目は、新庁舎建

設事業で、地方債を廃止するものでございます。 

  １件目から５件目の変更の要因は、事業費の確定によるもので、起債の方法、利率、償還

の方法に変更はございません。 

  それでは、補正予算書の内容についてご説明申し上げます。 

  補正予算の概要２ページ、３ページをお開きください。 

  歳入でございます。企画財政課関係、10款１項１目１節普通交付税578万3,000円の増額は、

交付決定によるもの、14款２項１目１節国庫・社会保障・税番号制度整備事業費補助金209

万8,000円の増額は、補助金額の確定によるもの、14款２項１目６節国庫・地方創生加速化

交付金1,000万円の追加は、地方創生加速化交付金、同７節国庫・地方公共団体情報セキュ

リティ強化対策費補助金685万円の追加は、地方公共団体情報セキュリティ強化対策に対す

る補助金の追加、同２目６節国庫・社会保障・税番号制度整備事業費補助金（民生費分）

297万8,000円の減額及び同３目３節国庫・社会保障・税番号制度整備事業費補助金（衛生費

分）30万2,000円の減額は、補助金額の確定によるもの、20款４項４目20節雑入39万円の増

額は、市町村振興協会市町村交付金の交付決定によるもの、21款１項２目１節道路橋梁債

700万円の減額は、寝姿橋耐震補強事業330万円の減額及び敷根１号線道路改良事業370万円

の減額でございます。21款１項２目３節都市公園債160万円の減額は、敷根公園改修事業の

減、同４目１節小学校債1,350万円の増額は、小学校屋内運動場改修事業の増、同４目２節

中学校債310万円の増額は、中学校屋内運動場改修事業の増、同７目１節総務債1,070万円の

減額は、新庁舎建設事業の中断により廃止するものでございます。 

  総務課関係、16款１項１目１節市有地貸付収入１万5,000円の増額は、稲梓財産区から県

営分収交付金売り払い金を土地所有者持ち分により受け入れるもの、16款２項１目１節不動

産売却収入57万6,000円の増額は、市有地売却によるものでございます。 

  選挙管理委員会関係、14款２項１目５節国庫・選挙人名簿システム改修費補助金82万

5,000円の増額は、選挙人名簿システム改修費補助金の増、15款３項１目３節県費・選挙費

委託金3,000円の増額は、静岡県議会議員選挙委託金の増、18款１項７目１節柿崎財産区会

計繰入金195万4,000円の減額は、柿崎財産区議会議員選挙の無投票による減によるものでご

ざいます。 

  税務課関係、４ページ、５ページをお開きください。 

  １款１項１目２節市民税・個人・滞納繰越分1,000万円、１款２項１目２節固定資産税・
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滞納繰越分2,800万円、１款７項１目２節都市計画税・滞納繰越分300万円及び20款１項１目

１節延滞金1,300万円の増額は、収入見込みの増によるものでございます。 

  地域防災課関係、18款２項１目３節緊急地震・津波対策基金繰入金647万8,000円の増額及

び同４節防災基金繰入金１万9,000円の増額は、事業精算等によるもの、20款４項４目20節

雑入7,000円の減額は、消防団員等公務災害補償等共済基金助成金の減額でございます。 

  福祉事務所関係、14款１項１目１節国庫・社会福祉費負担金135万7,000円の増額は、障害

福祉サービス費の増、14款２項２目１節国庫・社会福祉費補助金６万7,000円の増額は、地

域生活支援事業費の増、同７節国庫・年金生活者等支援臨時福祉給付金給付事業費補助金１

万2,000円の追加は、年金生活者等支援臨時福祉給付金給付事務費の増、15款１項１目１節

県費・社会福祉費負担金67万9,000円の増額は、障害福祉サービス費の増、14款２項２目１

節県費・社会福祉費補助金３万3,000円の増額は、地域生活支援事業費等の増、17款１項３

目１節社会福祉費寄附金120万円の増額は、ほのぼの福祉基金への寄附金を受け入れるもの

でございます。 

  市民保健課関係、14款２項１目１節国庫・社会保障・税番号制度整備事業費補助金522万

8,000円の増額は、個人番号カード交付事業費及び事務費の補助金の増、15款２項２目２節

県費・老人福祉費補助金16万7,000円の増額は、社会福祉法人等による利用者負担減免事業

費補助金でございます。 

  産業振興課関係、12款１項１目１節林業費分担金５万6,000円の減額は、須原地区西の沢

治山工事の確定によるもの。 

  ６ページ、７ページをお開きください。 

  15款２項４目１節県費・農業費補助金54万円の減額は、機構集積支援事業の確定によるも

の、同２節県費・林業費補助金104万8,000円の増額は、市営治山事業及び鳥獣被害防止緊急

捕獲等対策交付金の増、15款２項４目３節県費・水産業費補助金10万2,000円の減額は、下

田地区漁港機能保全整備事業の確定によるものでございます。 

  建設課関係、12款１項２目１節住宅費分担金50万円の減額は、急傾斜地崩壊対策事業費の

減、13款１項６目４節住宅使用料は、財源充当の組み替え、14款２項４目１節国庫・社会資

本整備総合交付金1,354万8,000円の減額は、公園長寿命化事業、住環境整備事業及び防災・

安全交付金事業の減、15款２項６目１節県費・住宅費補助金150万円の減額は、事業費の確

定に基づくもので、木造住宅耐震補強助成事業及び建築物等耐震化促進事業の減、17款１項

６目１節住宅費寄附金87万5,000円の増額は、急傾斜地崩壊対策事業の確定によるもの、18
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款２項１目８節景観まちづくり基金繰入金92万6,000円の追加は、景観まちづくり基金から

受け入れるものでございます。 

  学校教育課関係、14款１項１目４節国庫・児童福祉費負担金234万8,000円の増額は、子ど

ものための教育・保育給付費負担金の増、14款２項２目２節国庫・児童福祉費補助金97万

2,000円の追加は、子どものための教育・保育事業費補助金の増、同５目１節国庫・小学校

費補助金692万3,000円の増額及び同２節国庫・中学校費補助金175万9,000円の増額は、学校

施設環境改善交付金の増、15款１項１目３節県費・児童福祉費負担金117万4,000円の増額は、

子どものための教育・保育給付費負担金の増によるものでございます。 

  ８ページ、９ページをお開きください。 

  歳出でございます。 

  議会事務局関係、１款１項１目0001議会事務の15万9,000円の増額は、給与改定によるも

のでございます。 

  企画財政課関係、２款１項７目0240地域振興事業の21万7,000円の増額は、給与改定によ

るもの、２款１項９目0300財政管理事務の70万円の減額は、給与改定による増額及び新地方

公会計制度対応固定資産台帳整備業務委託の減額、２款５項１目0650統計調査総務事務２万

9,000円の増額は、給与改定によるもの、２款９項１目0910電算処理総務事業5,461万2,000

円の増額は、給与改定による増額及び二要素認証導入業務委託及びインターネット分離環境

構築業務委託の増額等でございます。同0920ネットワーク推進事業の５万9,000円の減額は、

標的型攻撃メール対応訓練実施キットが無料提供による減、12款１項１目予備費1,231万

3,000円の増額は、歳入歳出調整額でございます。 

  総務課関係、２款１項１目0100総務課関係人件費の52万1,000円の増額は、退職手当（特

別）負担金及び給与改定によるもの、同12目0350工事検査事務８万1,000円の増額は、給与

改定によるもの。 

  選挙管理委員会関係、２款４項１目0550選挙管理委員会事務２万9,000円の増額、同３目

0575静岡県議会議員選挙事務3,000円の増額及び同４目0576下田市議会議員選挙事務2,000円

の増額は、給与改定によるもの、２款４項６目0579柿崎財産区議会議員選挙事務195万4,000

円の減額は、柿崎財産区議会議員選挙の無投票による減でございます。 

  出納室関係、２款１項10目0320会計管理事務13万3,000円の増額は、給与改定によるもの

でございます。 

  施設整備室関係、２款１項15目0225新庁舎等建設推進事業1,464万8,000円の減額は、給与
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改定による増及び新庁舎建設事業に関連した経費の減でございます。 

  税務課関係、２款２項１目0450税務総務事務78万9,000円の増額は、給与改定によるもの。 

  10ページ、11ページをお開きください。 

  ２款２項２目0472市税徴収事務29万8,000円の減額は、納付書等圧着加工機購入不用額で

ございます。 

  地域防災課関係、２款７項１目0750交通安全対策事業２万円の増額は、静岡県交通安全指

導員設置費負担金、２款８項１目0860地域防災対策総務事務85万3,000円の減額は、補正内

容等欄記載の事業精算による不用額、緊急地震・津波対策交付金返還金及び給与改定による

増でございます。８款１項２目5810消防団活動推進事業１万3,000円の減額は、補正内容等

欄記載の事業精算による不用額及び給与改定による増でございます。 

  監査委員事務局関係、２款６項１目0700監査委員事務10万2,000円の増額は、給与改定に

よるものでございます。 

  福祉事務所関係、３款１項１目1000社会福祉総務事務49万円の増額は、給与改定によるも

の、同４目1053地域生活支援等事業46万6,000円の増額は、日中一時支援事業委託及び地域

活動支援センター事業負担金の確定による増、同７目1120障害福祉サービス事業271万4,000

円の増額は、障害福祉サービス費の増、同８目1150ほのぼの福祉基金120万円の増額は、ほ

のぼの福祉基金に積み立てるもの、３款３項１目1451在宅児童援護事業1,000円の増額及び

３款４項１目1750生活保護総務事務28万円の増額は、給与改定によるものでございます。 

  市民保健課関係、２款３項１目0500戸籍住民基本台帳事務30万6,000円の増額は、給与改

定等によるもの、２款３項１目0505住民基本台帳ネットワーク事務400万7,000円の増額は、

地方公共団体情報システム機構交付金、３款２項６目1420介護保険施設等対策事業22万

2,000円の増額は、社会福祉法人等による利用者負担減免事業補助金、３款６項１目1850国

民年金事務９万7,000円の増額は、給与改定によるもの、３款７項１目1901国民健康保険会

計繰出金129万1,000円の減額は、国民健康保険事業特別会計繰出金等の減、３款８項１目

1950介護保険会計繰出金382万4,000円の減額は、介護保険特別会計繰出金等の減、３款９項

１目1960後期高齢者医療事業３万1,000円の増額は、給与改定によるもの、同1965後期高齢

者医療会計繰出金54万3,000円の減額は、後期高齢者医療特別会計繰出金等によるもの。 

  12ページ、13ページをお開きください。 

  ４款１項１目2000保健衛生総務事務29万5,000円の増額は、給与改定によるものでござい

ます。 
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  環境対策課関係、４款３項１目2250清掃総務事務12万5,000円の増額は、給与改定による

もの、同３目2280ごみ収集事務41万8,000円の減額は、可燃ごみ収集業務委託の減及び給与

改定による増、同４目2300焼却場管理事務30万2,000円の増額は、給与改定によるもの、同

５目2380環境対策事務49万1,000円の減額は、水質検査委託の減、同６目2400南豆衛生プラ

ント組合負担事務470万1,000円の減額は、南豆衛生プラント組合負担金の減、４款４項１目

2410水道事業会計繰出金７万6,000円の減額は、上水道事業会計補助金の確定によるもので

ございます。 

  産業振興課関係、５款１項１目3000農業委員会事務47万1,000円の減額は、農地情報公開

システム地図データ出力業務委託の減及び給与改定による増、同２目3050農業総務事務26万

7,000円の増額及び同５目3200農用施設維持管理事業６万2,000円の増額は、給与改定による

もの、５款２項１目3353有害鳥獣対策事業115万8,000円の増額は、買い上げ金及び鳥獣被害

防止緊急捕獲等対策交付金の増、５款４項１目3700水産振興事業４万7,000円の増額は、下

田市漁業近代化資金等保証補給事業補助金、同２目3750漁港管理事業６万3,000円の増額は、

給与改定によるもの、同３目3805下田地区漁港機能保全整備事業10万7,000円の減額は、吉

佐美漁港機能保全整備工事実施設計業務の減及び給与改定による増、６款１項１目4000商工

総務事務６万1,000円の増額は、給与改定によるものでございます。 

  観光交流課関係、６款２項１目4200観光まちづくり総務事務27万7,000円の増額は、給与

改定によるもの、同２目4252広域観光推進事業1,000万円の増額は、美しい伊豆創造センタ

ー負担金でございます。 

  建設課関係、７款１項１目4500土木総務事務28万円の増額は、給与改定によるもの、７款

２項１目4550道路維持事業1,059万円の増額は、敷根１号線道路改良工事等の減及び大山隧

道改修工事、道路構造物定期点検業務負担金の増、同４目4700橋梁維持事業1,150万円の減

額は、橋梁長寿命化実施設計業務委託及び寝姿橋耐震補強工事の確定による減。 

  14ページ、15ページをお開きください。 

  ７款４項１目5101県営港湾事業負担金事務15万円の減額は、港湾整備改修事業負担金の減、

７款５項１目5150都市計画総務事務21万9,000円の増額は、給与改定によるもの、７款７項

１目5600市営住宅維持管理事業82万4,000円の減額は、公営住宅等長寿命化計画策定業務委

託の減、同２目5620耐震改修支援事業332万3,000円の減額は、木造住宅耐震補強助成事業費

補助金等の減、同３目5630急傾斜地対策事業62万5,000円の減額は、急傾斜地崩壊対策事業

負担金の確定によるものでございます。 
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  学校教育課関係、３款３項３目1550公立保育所管理運営事業2,000円の増額は、給与改定

によるもの、同４目1600民間保育所事業483万円の増額は、保育所運営費、同５目1670認定

こども園管理運営事業41万4,000円の増額及び同８目1745地域子育て支援センター運営事業

４万3,000円の増額は、給与改定によるもの、同９目1749子ども・子育て支援事業213万

9,000円の増額は、子ども・子育て支援システム改修業務委託、９款１項２目6010教育委員

会事務局総務事務56万4,000円の増額は、臨時雇い賃金及び給与改定によるもの、９款２項

１目6050小学校管理事業2,091万7,000円の増額は、小学校屋内運動場改修工事及び給与改定

による増、９款３項１目6150中学校管理事業506万9,000円の増額は、中学校屋内運動場改修

工事及び給与改定による増、９款７項１目6800学校給食管理運営事業15万円の増額は、給与

改定によるもの、同２目6801給食センター建設事業246万7,000円の減額は、測量設計業務委

託の減及び給与改定による増でございます。 

  生涯学習課関係、９款５項１目6350社会教育総務事務22万6,000円の増額は、給与改定に

よるもの、同６目6600図書館管理運営事業３万円の増額は、図書館用地の減及び給与改定に

よる増でございます。 

  なお、34ページ、35ページに、給与改定に伴う各会計ごとの集計表がございます。一般会

計におきましては、給与改定関係で726万5,000円の増額、全ての会計の合計額では869万

8,000円の増額となるものでございます。 

  以上、大変雑駁な説明ではございますが、議第21号 平成27年度下田市一般会計補正予算

（第６号）の説明を終わらせていただきます。 

  続きまして、議第22号 平成27年度下田市稲梓財産区特別会計補正予算（第３号）につい

てご説明申し上げます。 

  補正予算書の113ページをお開きください。 

  平成27年度下田市の稲梓財産区特別会計補正予算（第３号）は、次に定めるところによる

もので、第１条の歳入歳出予算の補正でございますが、第１項は、規定の歳入歳出予算の総

額に歳入歳出それぞれ23万4,000円を追加し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ182万

4,000円とするものでございます。 

  第２項は、歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳入

歳出予算の金額は、「第１表 歳入歳出予算補正」によるということで、予算書の114ペー

ジから115ページ記載のとおりでございますが、内容につきましては補正予算の概要により

ご説明申し上げます。 
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  補正予算の概要16ページ、17ページをお開きください。 

  歳入でございますが、１款２項１目１節立木売払い分収金23万4,000円の増額でございま

す。 

  歳出でございますが、５款１項１目8040事業、稲梓財産区分収金交付事務３万円の増額は、

土地貸付料交付金でございます。６款１項１目予備費20万4,000円の増額は、歳入歳出の調

整に伴う増額でございます。 

  以上、大変雑駁な説明ではございますが、議第22号 平成27年度下田市稲梓財産区特別会

計補正予算（第３号）の説明を終わらせていただきます。 

  続きまして、議第23号 平成27年度下田市国民健康保険事業特別会計補正予算（第４号）

についてご説明申し上げます。 

  補正予算書の127ページをお開きください。 

  平成27年度下田市の国民健康保険事業特別会計補正予算（第４号）は、次に定めるところ

によるもので、第１条の歳入歳出予算の補正でございますが、第１項は、規定の歳入歳出予

算の総額から歳入歳出それぞれ１億259万2,000円を減額し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出

それぞれ40億8,035万9,000円とするものでございます。 

  第２項は、歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳入

歳出予算の金額は、「第１表 歳入歳出予算補正」によるということで、予算書の128ペー

ジから129ページ記載のとおりでございますが、内容につきましては後ほど補正予算の概要

によりご説明申し上げます。 

  第２条債務負担行為の補正でございますが、債務負担行為の変更は、「第２表 債務負担

行為補正」によるということで、補正予算書の130ページをお開きください。 

  債務負担行為の変更は１件で、上段が変更前、下段が変更後となっております。 

  保健指導事業等業務委託料で、期間の変更はなく、限度額のうち事業予定額400万円を383

万4,000円に、平成27年度予算計上額160万円を超える金額240万円を、それぞれ156万6,000

円、226万8,000円に変更するものでございます。 

  補正予算の概要18ページ、19ページをお開きください。 

  歳入でございますが、１款１項１目４節一般被保険者国民健康保険税医療給付費分滞納繰

越分1,200万円の増額、同５節一般被保険者国民健康保険税後期高齢者支援金分滞納繰越分

200万円の増額及び同６節一般被保険者国民健康保険税介護納付金分滞納繰越分100万円の増

額は、滞納繰越分の見込み増によるもの、３款１項１目１節国庫・療養給付費等負担金・現
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年度分1,260万円の増額は、医療費負担金の増額によるもの、同２目１節国庫・高額医療費

共同事業負担金130万3,000円の減額は、負担金の確定によるもの、同３目１節国庫・特定健

康診査等負担金８万3,000円の減額は、負担金の確定によるもの、３款２項１目２節国庫・

特別調整交付金32万6,000円の減額は、交付見込みの減によるもの、同２目１節国庫・国民

健康保険災害臨時特例補助金９万円の追加は、補助金の確定によるもの、４款１項１目１節

療養給付費交付金・現年度分4,242万9,000円の減額は、医療費の減額によるもの、６款２項

１目１節県費・高額医療費共同事業負担金130万3,000円の減額は負担金の確定によるもの、

同２目１節県費・特定健康診査等負担金２万円の減額は、負担金の確定によるもの、７款１

項１目１節高額医療費共同事業交付金・現年度分3,360万6,000円の減額は、見込みによるも

の、同２目１節保険財政共同安定化事業交付金・現年度分6,680万4,000円の減額は、見込み

によるもの、８款１項１目１節利子及び配当金２万5,000円の減額は、基金積立金利子、９

款１項１目２節事務費等繰入金128万3,000円の減額は、給与改定による事務の増及びその他

の事務費分等の減によるもの、同４節財政安定化事業繰入金8,000円の減額は、数値の確定

によるもの、11款１項１目１節一般被保険者延滞金700万円の増額は、延滞金の見込み増に

よるもの、11款４項１目１節一般被保険者第三者納付金630万3,000円の増額は、納付金の見

込み増によるもの。 

  19ページ、20ページをお開きください。 

  11款４項２目１節退職被保険者等第三者納付金360万5,000円の増額は、納付金の見込み増

によるものでございます。 

  22ページ、23ページをお開きください。 

  歳出でございますが、１款１項１目8300国民健康保険総務事務131万8,000円の減額は、給

与改定による増額及び補正内容等欄に記載の委託料の精算による減、１款２項１目8321国民

健康保険徴収事務３万5,000円の増額は、給与改定による増、２款１項１目8350一般被保険

者療養費給付事務１億4,500万円の増額は、医療費増額の見込みによるもの、同２目8355一

般被保険者療養費支給事務150万円の増額は、医療費の増額見込みによるもの、２款２項１

目8360退職被保険者等療養費給付事務3,900万円の減額は、医療費の減額見込みによるもの、

同２目8365退職被保険者等療養費支給事務80万円の減額は、支給対象医療費の減額見込みに

よるもの、２款５項１目8390一般被保険者高額療養費支給事務3,100万円の増額は、高額療

養費の増額見込みによるもの、２款６項１目8395退職被保険者等高額療養費支給事務800万

円の減額は、高額療養費の減額見込みによるもの、６款１項１目8460介護納付金453万5,000
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円の減額は、納付金の確定によるもの、７款１項１目8470高額医療費共同事業医療費拠出金

520万9,000円の減額は、拠出金の確定によるもの、同２目8471保険財政共同安定化事業拠出

金1,608万2,000円の減額は、拠出金の確定によるもの、８款１項１目8480特定健康診査・保

健指導事業38万2,000円の減額は、データヘルス計画策定業務委託料等の減によるもの、同

8485健康管理普及事業32万5,000円の減額は、保健指導事業業務委託の減によるもの、９款

１項１目8490国民健康保険診療報酬支払準備基金２億２万5,000円の減額は、積立金の減に

よるもの、11款１項３目8530国民健康保険償還金事務1,479万2,000円の減額は、返還金の確

定による減額、12款１項１目予備費1,034万1,000円の増額は、歳入歳出調整額でございます。 

  以上、大変雑駁な説明ではございますが、議第23号 平成27年度下田市国民健康保険事業

特別会計補正予算（第４号）の説明を終わらせていただきます。 

  続きまして、議第24号 平成27年度下田市介護保険特別会計補正予算（第４号）について

ご説明申し上げます。 

  補正予算書の171ページをお開きください。 

  平成27年度下田市の介護保険特別会計補正予算（第４号）は、次に定めるところによるも

ので、第１条の歳入歳出予算の補正でございますが、第１項は、規定の歳入歳出予算の総額

から歳入歳出それぞれ121万5,000円を減額し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ25億

5,231万2,000円とするものでございます。 

  第２項は、歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳入

歳出予算の金額は、「第１表 歳入歳出予算補正」によるということで、予算書の172ペー

ジから173ページ記載のとおりでございますが、内容につきましては補正予算の概要により

ご説明申し上げます。 

  補正予算の概要24ページ、25ページをお開きください。 

  歳入でございますが、３款２項３目１節国庫・地域支援事業交付金（包括的支援・任意事

業）・現年度分７万4,000円の増額は、地域支援事業交付金の決定によるもの、３款２項４

目１節国庫・介護保険事業補助金249万9,000円の追加は、介護保険システム改修に係る補助

金を受け入れるもの、５款２項２目１節県費・地域支援事業交付金（包括的支援・任意事

業）・現年度分３万6,000円の増額は、地域支援事業交付金の決定によるもの、８款１項３

目１節地域支援事業交付金繰入金（包括的支援・任意事業）・現年度分３万6,000円の増額

は、地域支援事業の確定によるもの、同４目１節職員給与費等繰入金27万1,000円の増額は、

給与改定によるもの、同２節事務費等繰入金413万1,000円の減額は、事務費等繰入金の精算
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によるものでございます。 

  歳出につきましては、１款１項１目9200介護保険総務事務27万1,000円の増額は、給与改

定等によるもの、同じく9201介護保険電算システム整備事業163万2,000円の減額は、介護保

険システム改修業務委託の減、４款２項１目9347介護予防ケアマネジメント事業費７万

1,000円の増額、同２目9349総合相談事業費３万4,000円の増額及び同４目9353包括的・継続

的ケアマネジメント事業費８万4,000円の増額は、給与改定によるもの、８款１項１目予備

費４万3,000円の減額は、歳入歳出調整額でございます。 

  以上、大変雑駁な説明ではございますが、議第24号 平成27年度下田市介護保険特別会計

補正予算（第４号）の説明を終わらせていただきます。 

  続きまして、議第25号 平成27年度下田市後期高齢者医療特別会計補正予算（第３号）に

ついてご説明申し上げます。 

  補正予算書の191ページをお開きください。 

  平成27年度下田市の後期高齢者医療特別会計補正予算（第３号）は、次に定めるところに

よるもので、第１条の歳入歳出予算の補正でございますが、第１項は、規定の歳入歳出予算

の総額に歳入歳出それぞれ365万7,000円を追加し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ

３億1,647万4,000円とするものでございます。 

  第２項は、歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳入

歳出予算の金額は、「第１表 歳入歳出予算補正」によるということで、予算書の192ペー

ジから193ページ記載のとおりでございますが、内容につきましては補正予算書の概要によ

りご説明申し上げます。 

  補正予算書の概要26ページ、27ページをお開きください。 

  歳入でございますが、１款１項２目１節後期高齢者医療保険料・普通徴収保険料・現年度

分420万円の増額は、収入見込みの増でございます。３款１項１目１節事務費繰入金54万

3,000円の減額は、給与改定等による事務費繰入金の増額等でございます。 

  歳出でございます。１款１項１目8700後期高齢者医療総務事務54万3,000円の減額は、給

与改定による職員人件費増及び後期高齢者システム改修委託の減、２款１項１目8750後期高

齢者医療広域連合納付金420万円の増額は、保険料の収入見込み増により納付金が増額とな

るものでございます。 

  以上、大変雑駁な説明ではございますが、議第25号 平成27年度下田市後期高齢者医療特

別会計補正予算（第３号）の説明を終わらせていただきます。 
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  続きまして、議第26号 平成27年度下田市下水道事業特別会計補正予算（第３号）につい

てご説明申し上げます。 

  補正予算書の209ページをお開きください。 

  平成27年度下田市の下水道事業特別会計補正予算（第３号）は、次に定めるところによる

もので、第１条の歳出予算の補正でございますが、歳出予算の補正の款項の区分及び当該区

分ごとの金額並びに補正後の歳出予算の金額は、「第１表 歳出予算補正」によるというこ

とで、予算書の210ページ記載のとおりでございますが、内容につきましては補正予算の概

要によりご説明申し上げます。 

  補正予算の概要28ページ、29ページをお開きください。 

  歳出でございますが、１款１項１目8800下水道総務事務1,000円の増額、２款１項１目

8830下水道幹線管渠築造事業の２万4,000円の増額、同２目8840下水道枝線管渠築造事業の

３万9,000円の増額及び同３目8833下水道施設等更新事業の４万5,000円の増額は、給与改定

に伴い職員人件費を増額するもの、４款１項１目予備費の10万9,000円の減額は、歳出調整

額でございます。 

  以上、大変雑駁な説明ではございますが、議第26号 平成27年度下田市下水道事業特別会

計補正予算（第３号）の説明を終わらせていただきます。 

  以上をもちまして、議第21号 平成27年度下田市一般会計補正予算（第６号）から議第26

号 平成27年度下田市下水道事業特別会計補正予算（第３号）までの説明を終わらせていた

だきます。 

  よろしくご審議のほどお願い申し上げます。 

○議長（森 温繁君） 上下水道課長。 

○上下水道課長（日吉金吾君） それでは、水道事業会計の補正予算についてご説明申し上げ

ます。 

  お手元の水色の水道事業会計予算書（第２号）のご用意をお願いいたします。 

  議第27号 平成27年度下田市水道事業会計補正予算（第２号）でございます。 

  予算書の１ページをお開きください。 

  補正第２号の主な内容でございますが、非常用給水タンク購入の入札差金に伴う補助金の

減額と購入費用の減額及び給与改定によるものでございます。 

  まず、第１条でございますが、平成27年度下田市水道事業会計の補正予算（第２号）は、

次に定めるところによるものでございます。 
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  第２条は、業務の予定量で、平成27年度下田市水道事業会計予算第２条を次のとおり補正

するものといたしまして、第４号の主要な建設改良事業として、改良工事費第６次拡張事業

費の２億6,103万9,000円を２億6,111万9,000円に改めるものでございます。 

  第３条は、収益的収入および支出で、第３条を次のとおり補正するものといたしまして、

収入で、第１款水道事業収益、第２項営業外収益を７万6,000円減額するものでございます。 

  支出で、第１款水道事業費用、第１項営業費用を19万円増額し５億7,121万5,000円に、第

２項営業外費用を１万7,000円増額するものでございます。 

  第４条は、資本的収入および支出で、予算第４条本文括弧中、不足する額３億2,697万

6,000円を不足する額３億2,705万6,000円に、減債積立金7,401万4,000円を減債積立金7,409

万4,000円にそれぞれ改め、資本的支出の予定額を次のとおり補正するものでございます。 

  支出でございますが、第１款資本的支出、第１項建設改良費を８万円増額するものでござ

います。 

  第５条は、議会の議決を経なければ流用することのできない経費として、予算第７条を次

のとおり補正するものといたしまして、第１号は、職員給与費9,191万3,000円を9,240万

9,000円に改めるものでございます。 

  第６条は、他会計からの補助金で、予算第８条を次のとおり補正するもので、緊急地震・

津波対策交付金21万6,000円を14万円に改めるものでございます。 

  次に、予算に関する説明でございます。 

  ３ページ、４ページをお開きください。 

  平成27年度下田市水道事業会計予算実施計画でございます。 

  収益的収入および支出で、収入１款２項２目他会計繰入金７万6,000円の減額は、他会計

補助金にかかわる非常用給水タンク及び入札差金の減額によるものでございます。 

  支出１款水道事業費用は、20万7,000円増額し６億8,233万9,000円とするものでございま

す。 

  １項営業費用は、190万円増額し５億7,121万5,000円とするもので、内訳といたしまして、

１目原水及び浄水費から５目総係費までは給与改定によるもので、また、４目業務費の減額

は、非常用給水タンク購入の入札差金によるものでございます。 

  ２項営業外費用は、１万7,000円増額し１億312万4,000円とするもので、内訳といたしま

して、２目消費税及び地方消費税１万7,000円の増額は、補正第２号による発生とする収益

と費用の差し引きによる消費税の増額でございます。 



－56－ 

  ５ページ、６ページをお開きください。 

  資本的支出で、支出１款１項１目改良工事費８万円の増額は、給与改定によるものでござ

います。 

  ７ページ、８ページをお開きください。 

  給与費明細書でございます。総括、上の表と下の表ともに上段が補正前、中段が補正後、

下段が比較で表示しておりまして、補正理由につきましては、給与、手当等の調整によるも

のでございます。 

  ９ページをお開きください。 

  給料及び職員手当の状況でございます。期末手当・勤勉手当につきましては、上の表が補

正前、下の表が補正後で表示しておりまして、一般会計の制度と同様となっております。 

  10ページをお開きください。 

  平成27年度下田市水道事業予定貸借対照表でございます。補正第２号の予定額を増減した

もので、10ページ末尾に記載してありますように、資産合計は63億9,297万円となるもので

ございます。 

  12ページをお開きください。 

  末尾に記載してありますように、負債資本合計は63億9,297万円となり、さきの資産合計

と一致し、貸借対照表は符号しているものでございます。 

  13ページをお開きください。 

  平成27年度下田市水道事業予定キャッシュ・フロー計算書でございます。キャッシュ・フ

ロー計算書は、業務活動、投資活動、財務活動の３つの区分に分け、それぞれの活動により

資金がどのように増減したかを示すものでございます。業務活動によるキャッシュ・フロー

が２億4,199万1,000円、投資活動によるキャッシュ・フローがマイナス２億4,456万6,000円、

財務活動によるキャッシュ・フローがマイナス6,565万8,000円となり、資金減少額がマイナ

ス6,823万3,000円となるものでございます。平成27年度資金期首残高２億2,942万1,000円か

ら資金減少額を差し引きますと、資金期末残高が１億6,118万8,000円となるものでございま

す。 

  以上、大変雑駁な説明ではございますが、議第27号 平成27年度下田市水道事業会計補正

予算（第２号）の説明を終わらせていただきます。 

  よろしくご審議のほどお願い申し上げます。 

○議長（森 温繁君） ここで質疑の途中ですが、10分間休憩いたします。 
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午後 １時５８分休憩 

──────────── 

午後 ２時 ８分再開 

○議長（森 温繁君） 休憩を閉じ、会議を再開いたします。 

  議第21号議案から議第27号議案までについて、当局の説明は終わりました。 

  これより各議案ごとに質疑を行います。 

  まず、議第21号 平成27年度下田市一般会計補正予算（第６号）に対する質疑を許します。 

  ９番、伊藤君。 

○９番（伊藤英雄君） 市長にお尋ねします。 

  補正予算では、２款１項15目0225事業、新庁舎等建設推進事業で1,464万8,000円の減額、

債務負担行為においては、新庁舎建設工事設計業務委託が削除ということになっております。

行政に携わる者は、法の精神に基づいて業務を執行する義務があるわけであります。そもそ

も使えない予算を提案をし、議決を受けてこれをやりますよと、こういうことは、法の精神

に反しているんじゃないかと、かように私は12月議会で申し上げて、位置の条例が否決され

たのであればこの予算は使えないのであるから、当然減額をし、ただし、議決された予算は

必ず執行するんだと、その義務を果たすという当然の姿勢があってしかるべきだったのでは

ないかと。 

  しかし、残念ながら条例が否決され、予算としては執行できない。執行できないにもかか

わらず、議会の議決を要請し、受け、それならば違法になっても執行するのかと思いきや、

やはりそこまでのことはできないということで、今回補正で削除ということになるんですが、

執行できない予算を修正せずにそのまま議会の議決を求めたということは、法の精神に反す

るのではないかと思いますが、市長はどのようにお考えでしょうか。 

○議長（森 温繁君） 市長。 

○市長（楠山俊介君） その件に関しましては、どのように扱うかということは、政策会議等、

あるいは財政当局、副市長等々十分に論議をし、考えたところであります。 

  伊藤議員の言われる順序というかやり方というのは、それはそれなりに私も正しいとは思

いますが、執行の中で位置条例が否決された後に議会のほうで判断をいただいて、その中で

ということで論議をし、決めたことでありまして、ただし、位置条例が否決されると、その

後の設計等の仕様に関しては、やはりセットとして考えるべきだということで、執行は見合

わすというふうなことにしたわけでありますので、法にそれが違法しているかどうかという
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のは、私としては判断しにくいところでありますが、しかし、しっかりした論議の中で執行

させていただいたということで、間違いではなかったというふうには考えております。 

○９番（伊藤英雄君） 市長、質問は、修正を出さなかった理由は何か。論議をしたというこ

とだけじゃ、理由の説明にはなっていないです。論議は十分されたと思うけれども、論議の

結果、どういう理由で執行できないその予算をそのまま上程したのかという理由、理由の説

明を求めています。 

○議長（森 温繁君） 市長、再度。当局、再度。 

  副市長。 

○副市長（糸賀秀穂君） ただいまの伊藤議員のご質問でございますけれども、これは12月市

議会定例会の中でも大川議員から、今回、市役所の位置の変更に伴う議案が否決され、あわ

せて補正予算が仮に承認された場合に、この補正予算の執行はできるのか否かというご質問

がございました。それに対して私のほうは、条例が否決されて仮に予算が可決されるといっ

たねじれ現象が起きた場合、当然いろいろな問題が出てくるのではないかというような話の

中で、条例改正案と予算の補正を提出させていただいたのは、この庁舎建設にかかる当局の

姿勢を具体的に明らかにしたいという意思がありまして、条例が否決されたといたしまして

も、予算の取り扱いにつきましては、当局から訂正を申し出るような原案訂正、あるいは委

員会での修正という形の対応になろうかと思うという答弁、当局としては、それに対して結

局、庁舎建設に対する強い意思をこの補正予算の中であらわすということで、当局撤回、原

案訂正という形になった場合には、そういった当局の姿勢を自ら曲げることになってしまう

という形になってしまうという判断の中で対応させていただいたという答弁をさせていただ

きました。 

  それに対して、さらに沢登議員のほうからご質問がございました。それに対しても同じよ

うな答弁をさせていただいていますが、沢登議員のほうからは大川議員の質問に対しまして、

当局の姿勢を示すものであって、位置の条例が否決された場合は議会の意思によってこの予

算を修正していただきたい、こういう答弁を受けたというふうに理解するというようなご質

問でございました。それに対しては、先ほど申し上げましたとおりの形で、そのまま予算審

議をしていただくというような方法ということで対応させていただきたいという答弁を行っ

ているところでございます。 

  以上です。 

○議長（森 温繁君） ９番。 
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○９番（伊藤英雄君） 12月議会で確かに、執行できないけれども決意をあらわすためだ。し

かし、決意をあらわすということであれば、執行できない予算をそのまま議決を受けても構

わない、議会に提出しても構わない、こういう考え方はおかしいんではないですか。 

  例えば今回の新年度予算に新庁舎の予算が１つも出ていないんですよ。でも、決意を新た

にして新庁舎つくらなきゃいけないということであれば、今ご説明を受けた内容であれば、

新庁舎を建設すると、この庁舎をそのままにおけないと、仮に使えないにしても出すと、決

意を明らかにするということが一貫しているんではないかと。 

  今回出せなかったのは、新庁舎への決意が12月議会に比べればはるかにもう衰えちゃった

と、できなきゃできないでしようがないのかとまではいかないにしても、はるかに12月議会

よりもやる気がなくなっちゃったと、新庁舎への熱意が失われたと、こういうことで新年度

予算には計上しなかったと。論理の一貫性でいけばそういう話になるんですが、そういうこ

とでいいのかどうか。また、決意をあらわすためなら、使えない予算をそのまま議案として

提出しても構わない、予算というのはそういう性格のものなのか、それとも執行できないよ

うな、思いはあっても執行できないものであれば、予算として提案してはいけないものなの

か、この点についてお尋ねする。 

  それと、議会の条例否決にもかかわらず、やっぱり敷根民有地を進めるんだ、こういう決

意を12月で示されたわけでありますが、２カ月たちまして、その決意は揺らいでいないので

ありましょうか。２カ月たてば揺らぐような決意で使えない予算を審議に提案をすると、つ

まり、その強い決意というものは、２カ月たてば撤回されるような決意であったのかどうか

お尋ねします。 

○議長（森 温繁君） 当局は。 

  副市長。 

○副市長（糸賀秀穂君） この条例の審議と予算の審議につきましては、庁舎の位置の変更の

議案をいつ提案するのかというところについては、はっきりとしたルールはございません。

そういった中で、通説から申し上げますと、例えば用地の取得費を計上する、あるいは庁舎

の建設のための工事費の予算を計上するとき、あるいは実施設計等のそういった具体的な作

業に入る時期とさまざまでございます。 

  今回、下田市としましては、そういったはっきりとルールが定められていない中で、具体

的に工事の設計に入りたいと、庁舎の建設の設計に入りたいというところをもって、特別多

数決を必要とする、３分の２の議決を必要とする位置の変更条例もあわせて提案したいとい
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う判断をさせていただいたところでございます。 

  したがいまして、この予算につきまして、位置の条例が否決されたと、これは紛れもない

事実でございますけれども、先ほど申し上げましたように、予算については、これはまた別

な議案という形で捉えて、その辺については当局の考え方を議会の場に提案させていただい

て、そこで議会のご判断をいただきたいということで、そのまま議案として提案させていた

だいたところでございます。 

  それから、そのときから既に２カ月余経過しているわけでございまして、そのときの決意

が揺らいでいるのかというご質問でございますけれども、これは当然さまざまな方面からさ

まざまなご意見を頂戴しております。そういったご意見を総合的に判断させていただいた中

で、現段階においても敷根の民有地が最も適地であるという判断に変わりはないわけでござ

いますが、それにかわるべき新たな最適地と思われるところのご提案をいただきましたら、

そのご提案に対しては真摯に向き合って、改めて検討を深めていきたいと、そういう姿勢を

とるということで、今回のような予算の編成、あるいは組織の改編という形に至ったという

ことでございますので、その辺はご理解いただきたいと思います。 

○議長（森 温繁君） ９番。 

○９番（伊藤英雄君） 私の質問は、条例が否決されて設計業務の委託が提案されたんです。

設計業務の委託は当然、位置条例が否決されればその場所での設計できませんから、執行で

きない予算を姿勢を明らかにするために議会に提案する、その行為そのものはおかしいんで

はないですかという質問なんです。執行できない予算であっても議会に提案するというのは

おかしいんじゃないですかと。理由が、それをやる姿勢を示すためであっても。 

○議長（森 温繁君） 副市長。 

○副市長（糸賀秀穂君） 議会への手続といたしまして、特に瑕疵があるとか、違法性がある

とか、そういったような認識は持っておりません。 

  以上でございます。 

○議長（森 温繁君） ９番。 

○９番（伊藤英雄君） 最後の質問になってしまったんですが、いや、実に奇妙な発言を聞き

ました。執行できない予算を、当局が執行したいということで提案しても問題ないと。やっ

てはいけないことを、予算を出しても問題ないと。それでは、そもそも予算というのはどう

いう基準でつくられるんだと。つまり、今年度の新年度予算には、必ず執行できるもの、執

行できるだけの理由があって出されているはずなんだけれども、その中に実は全くやる予定
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がないよ、あるいはやっちゃいけないよと、こういう予算が出ても問題ない。副市長は、そ

う考えているとすれば大きな誤りですよ。それは、予算に対する、行政に対する信頼を失う

ことですよ。 

  これからこの後、本議会で新年度予算の審議をするんだけれども、この中にどうしてもや

りたいことがあるけれども、それはやっちゃいけないことだけれども提案しますよとか、こ

れは本当は使えないんだけれども、予算として提案しますよと、こんなむちゃな話はない。

市民の大切な税金を、本当に有効に効率的に合理的に必要なものを、全部はできない、最小

限の必要なものをやるために予算はつくられて、提案されるんじゃないですか。議員もまた、

提案された予算は本当に必要なものだし、これはやっぱり市民のためにやらなきゃいけない

と、進めようじゃないかということでやるんであって、使えない予算を、使ってはいけない

予算を可決することが問題ないという認識はおかしくありませんか。 

○議長（森 温繁君） 当局。当局の答弁を求めます。 

  副市長。 

○副市長（糸賀秀穂君） 今の伊藤議員のご質問でございます。 

  我々の判断が非常にその辺について配慮に欠けていた面があるというところをご指摘とい

うことであれば、その辺は謙虚に受けとめなければならないというふうに思います。 

  ただ、その中で、別に議会の皆様方に責任を丸投げするとか、あるいは全て委ねてしまう

とかということはございませんけれども、修正動議が提出されまして、その動議に対しまし

て、議会の議員さんのご見識の中でご審議いただいたわけでございます。その中で採決して

いただいた結果、そのような形になったということでございまして、これは当局としていろ

いろ反省しなければならないこともございますけれども、今後そのようなところも謙虚に受

けとめまして、このようなことは今後ないような形でできるだけ努力させていただきたいと

考えておりますので、よろしくお願いいたします。 

○議長（森 温繁君） ほかに質疑はありませんか。 

  13番、沢登君。 

○１３番（沢登英信君） 補正予算書の17ページの債務負担行為について、あわせてお尋ねを

したいと思いますが、３段目の高齢者生きがいプラザ指定管理料を、27年から29年度の債務

負担行為を28年度、１年縮めるんだと。これは例の県の総合庁舎の移転を進めるということ

であろうかと思いますが、この経過の中で約380万何がしの金の削除になると、当然これは

振興公社の職員が受けてこの事業をやっていると、こういうことになりますと、その事業が
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29年度提出されてしまう。ページ数は７ページの債務負担行為のところの説明をしておりま

す。1,129万7,000円が748万円になるんだと、こういうことですから、381万7,000円の減額

補正を提案されているわけです。そうしますと、これを受けておりました振興公社は、当然

この事業が縮小されてしまうと、こういうことになるわけですから、それらの当然補塡とい

いますか配慮というのはどうされているんだと、こういうことが出てこようかと思います。 

  それから、今、伊藤議員が言われました次の新庁舎建設設計業務委託１億700万円からを

減額してしまう、今年度は1,147万でしたか、等々の削減をするんだと。この予算は、議論

されてまいりましたように、予算というのは本来市民の税金であります。その税金を市民の

サービス、福祉の増進のために使うというのが、市の本来の予算のあり方だと思うんです。

したがって、このような運営をするということは、楠山市政は市民のほうに顔を向けていな

いと、自分のメンツのために、この使えない予算を出したんだと、こういうことになるわけ

です、市長。しかも、それを、当然使えない予算は、議員はそれを否決しなければならない。

せっかく伊藤さんと鈴木さんが、これは使えない予算だから修正しようというものを、議会

が否決してしまうと。これまたおかしな話なんです。否決した議員の責任というのはどこに

あるのかと。議会として、私は明らかにしなければならないと思うわけです。 

  そして、そのようなおかしなことが行われたときに、当局はそれをどう訂正するかという

手だてを持っているわけです。再議という手だてを持っているんです。市長が、この位置決

定の議決が、自分が納得いかないということであれば、10日以内にもう一度それを提案して、

審議してくださいと、通してくださいと、こういう手だてを持っている。そしてもう一つ、

再議は、このおかしな予算が意思を表現するだけの、メンツを表現するだけの予算なら、そ

こで通ったら、またすぐにこれは使えない予算ですから、そこで再議を出して、議会は通し

たけれども、これは引っ込めますと、否決してくださいと、こういうことをやるのが手だて

として、仕組みとしてあるわけです。何でその仕組みを使わなかったのかと、とらなかった

のかと。こういう手だては当然問われると思うわけです。 

  その裏にあるのは、うがった見方になりますけれども、市長は辞任をして選挙をするんじ

ゃないかと、こういううわさまで立てられているんですよ。そこまで混乱、迷走をこの予算

でしてきているという自覚をきっちり持っているのかと。議員の皆さんも反省していただか

なければならないけれども、当局としての反省も、予算というのはどういうものかと、市民

のための財力だと、税金だと、この姿勢が腹に決まっていないんじゃないかと僕は思うんで

す。その点どのようにお考えなのか、強くお尋ねをしたいと思います。 



－63－ 

  それから、あわせてこちらの説明をしていただいておりますので、ちょっと件数が多くな

って恐縮でございますが、３ページの14の02の02の06の297万8,000円の社会保障の税番号制

度の補助金のものを削減、確定によるということでの説明でしたが、もう少し詳しくご説明

をいただきたい。 

  それから、不動産売却収入が57万6,000円ということで、市の市有地を売却されたという

ことでありますが、これもあわせてご説明いただけたらと思います。 

  それから、ちょっと知識がなくてお尋ねをしたいんですが、８ページ、９ページの電算処

理総務事業費の5,461万2,000円の増額で、二要素認証導入業務委託、あるいはインターネッ

トの分離云々とそこに記載がございますが、ちょっと知識がなくて恐縮ですけれども、これ

はどういうものかご説明いただけるとありがたいと思います。 

  以上です。 

○議長（森 温繁君） 答弁を求めます。 

  市長。 

○市長（楠山俊介君） 新庁舎建設工事の設計業務委託等々の補正に上げさせていただいた理

由等々は、今、副市長のほうから説明をさせていただきましたので、そのようにご理解をい

ただきたいというふうに思います。 

  これが執行できなかったということは、私としても申しわけないというふうに思いますが、

その中、位置変更の条例がやっぱり議会の中で否決されたということをきちっと受けとめま

して、しかし、目的としては早く新庁舎を立てていかなきゃならない、そして、それは市民

の皆さんのご理解をきちっと得た上でスムーズにしていきたいという中で、この年度内に、

仮に例えば再提出とかそういうような手順というのはとてもすべきことでなく、そのような

ことはやはりできないという判断の中で、年度内に新庁舎の進捗ができないという状況にな

ったことは、申しわけなくまた思っております。 

  しかし、今後のことを考えますと、本当にスムーズにご理解を得た形に進むというような

手順をしっかりととって進めていくということは、先ほども説明させていただきましたので、

議員の皆さんから慌てずというようなアドバイス、あるいはしっかりと、あるいは市民の声

を聞いて、あるいは新たな提案も受けとめて等々、12月の議会においてもご提案をいただき

ましたので、それらをしっかりと受けとめ検討した結果、年度内にはこのものを執行をでき

る環境にできませんし、そのような形で進むべきではないという中でこのような結果になり

ました。その点につきましては申しわけないというふうに思いますが、今後このものをしっ
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かりと進めていくような環境づくりをしていきたいと思いますので、ご理解いただきたいと

いうふうに思います。 

○議長（森 温繁君） 企画財政課長。 

○企画財政課長（須田信輔君） それでは、歳入の関係でございます。 

  初めに、14款２項２目の社会保障・税番号制度整備事業補助金の減額の内容でございます。

これにつきましては、社会保障・税番号制度のシステム整備の補助金の関係でございます。

その事業の精算行為の中で減額というようなものでございます。 

  ちなみに、その下にあります衛生費分というのが、同様の30万2,000円の減額がございま

す。それも同様の内容でございます。 

  あと、歳出のほうの８ページ、９ページのほうの概要の電算処理総務事業の中で5,461万

2,000円という中で、その中に、内容的には二要素認証導入業務委託というのがございます。

これにつきましては、年金の情報漏出、情報の漏れがありました内容で、セキュリティー強

化というような観点の中で、まず二要素認証というのは、今まではパスワードを入れて情報

システムのほうを起動していたわけですけれども、パスワードともう一つ静脈認証というよ

うな部分を追加した中で、その二要素を必要として情報系の機械を起動させるというような

システム側からのセキュリティー対策ということでございます。 

  あと、もう１点ございます。インターネット分離環境構築業務委託、これにつきましても

4,791万8,000円ということで、これもセキュリティー対策という中で今、ＬＧＷＡＮ系の情

報系のシステムがございます。これにつきましては、県とか国とのやりとりの情報系の端末

として利用しているわけでございますけれども、その中でまたインターネットのほうもある

程度使えるような状況がありまして、そのインターネット回線を通じて情報が漏れる危険性

もあるというような中で、ＬＧＷＡＮ系とインターネット接続系を分離する、そういう内容

の作業を今後行っていくというようなもので、セキュリティー対策の一環として今回行うも

のでございます。 

  以上でございます。 

○議長（森 温繁君） 総務課長。 

○総務課長（稲葉一三雄君） 概要の２ページの総務課の不動産売却収入の57万6,000円でご

ざいますが、こちらは用途廃止後の土地につきまして払い下げ申請が出まして、それに基づ

き売却したものでございます。 

  該当物件でございますけれども、下田市加増野の２筆の原野38.49平米を25万4,000円程度
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で売却したと。それと、下田市河内の143番地というところの宅地の25.15平米の分を32万

1,920円で売却するというようなものでございます。 

  以上でございます。 

○議長（森 温繁君） 福祉事務所長。 

○福祉事務所長（楠山賢佐君） 私のほうから、第３表の債務負担行為の変更の事務手続上の

ルールと意図についてご説明させていただきたいと思います。 

  この件につきましては、あくまでも債務負担については設定をした年度、実際には平成27

年度になりますけれども、その中でしか期間とか、また限度額の変更ができないというルー

ルがございます。ですので、生きがいプラザの指定管理料その他のことについても、この年

度で設定をしましたので、期間と限度額を変更したということになります。ですので、その

後の例えば窯の管理等が決定したということであれば、また平成28年度の新年度予算、また

補正予算等の中で債務負担が組まれて予算が行われるというルールになるんじゃないかなと

いうふうに想像されます。 

  これにつきましては、新年度予算との対応の整合性をとるために変更を行ったということ

でございます。 

  以上でございます。 

○議長（森 温繁君） 13番、沢登君。 

○１３番（沢登英信君） ご説明ありがとうございました。 

  先ほどこの新庁舎の位置の件につきましては、副市長さんのほうから、敷根民有地が適地

であるという判断は変わらないんだと、ここよりもより一層いいところがあれば、それも検

討するんだと、こういう答弁だったわけでありますけれども、先ほどご確認をいただいた私

の理解はそういう理解ではなく、全て再検討をするというような理解をしたわけですけれど

も、先ほど副市長から答弁があったようなご答弁が本筋といいますか、なのかということを

確認をしたいと思います。 

  それから、高齢者生きがいプラザのものにつきましては、当然事業として進められ、その

体制をとっているわけですのですから、そこの部分がある日突然ぱっとその事業がなくなれ

ば、それを担当した部署としては大変困るという事情が当然出てこようかと思います。それ

は、窯そのものはなくならないのであるので、29年度になれば再度委託契約がなされるよう

になるでしょうと、こういうご答弁をいただいたというぐあいに思うんですけれども、やは

り市の勝手な理由でころころ変えて、それを担当している部署が大変な目を見るというよう



－66－ 

なものというのは、これは最大限避けるという、そういうものをやらなきゃならないときに

は、一定の補償や配慮をするということが当然私は必要ではないかと思うんですが、そのよ

うな話し合いや配慮はされているのかどうなのか、重ねてお尋ねをしたいと思います。 

○議長（森 温繁君） 市長。 

○市長（楠山俊介君） 敷根民有地に対する考え方でありますが、先ほど副市長のほうから述

べましたように、この間10カ所等々の位置をピックアップし、比較検討し、そしてその中で

積み上げてきた候補地としてでありますので、現段階でも今、当局の考え方としては、一番

優位な候補地になろうかというふうには考えてはいます。 

  しかし、議員の皆様方、あるいは市民の皆様方から、それ以上のものというのがあるよう

にも聞いておりますし、またそういう提案をされるという機会をしっかりとつくって、それ

を受けて、そしてまたその中で比較検討、あるいはそういうものを受けた中で、当局として

それなりの調査等をしなければならないんであれば、それもまた踏まえて今後決定に向けて

していきたいということで、そういう意味では、今までこれを予定地としておきましたけれ

ども、１つの優位な案としておいて、その他の案も含め検討していただける、そういう場所

や時間をつくってやるということが、やはり一番市民にとっても、そして早くつくるために

とっても一番いい方策だろうと思いまして、そういう時間をとるということは、ある面、時

間をそこにかけるということですが、その時間をかけてでもそうすることが一番いい庁舎を

進めていく方策だというふうに考えておりますので、ご理解いただきたいと思います。 

○議長（森 温繁君） 総務課長。 

○総務課長（稲葉一三雄君） 高齢者生きがいプラザの関係でございますけれども、沢登議員

がおっしゃる一定の配慮ということですけれども、この移転等につきましては、今の利用者

ですとか指定管理をお願いしています振興公社、そちらのほうに迷惑にならないということ

を第一義に考えて今までいろいろしてきました。今後また引っ越しとかそういうことも絡ん

でくるわけなんですけれども、利用者の迷惑にならないということでは、当面これを設置し

て、今後スポーツセンターと一体的な管理というようなことで考えております。 

  あと、振興公社のほうについては、高齢者生きがいプラザの管理の人員が0.5人工という

ような形の出方がしていますので、0.5人工というのは、人が半分そっちへ行くとか現実的

にできませんので、それは陶芸小屋を管理するというスポーツセンターのほうの部分のほう

に追加で入れるというような形で考えています。ただ、指定管理料については今、債務負担

でやっておりますので、追加のそういった管理の契約をすると、何らかの委託をするという
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ような形で今考えて、公社のほうとは協議しているところです。 

  以上でございます。 

○議長（森 温繁君） 13番。３回目です。 

○１３番（沢登英信君） わかりました。市長に要望して終わりたいと思いますが、9,577人

の署名の持っている重さから言えば、やはり敷根民有地というのは今までの経過から言えば、

市長さんが１つの案だという気持ちは理解できないわけではありませんけれども、9,577名

の署名の意味合いからしますと、そこの場所ではいけないんだと、こういう結論を出したと

いう理解をぜひ深めていただきたいと要望して終わりたいと思います。 

○議長（森 温繁君） ７番。 

○７番（大川敏雄君） ３点ほど質問したいと思います。 

  補正予算の39ページ、地域防災対策ですが、本年度の重要な政策の一つで津波避難ビル耐

浪調査業務委託を当初予算で2,600万ぐらい予算を計上し、今回１割強の280何万減額したん

ですが、おおむね10カ所ばかりやったんだと思いますが、結果はどうだったかと。できたら

結果が出ていれば、後日でいいですから、何かそれがわかるような資料、簡単な資料で結構

ですからいただけたら幸甚だと思いますが、いかがでしょう。 

  それからもう一点は、73ページ、これは私が所属する委員会のことでございますので、ち

ょっと大まかなことを聞きたいと思います。美しい伊豆創造センター負担金、これは恐らく

歳入の中では、地方創生加速化交付金1,000万円が国庫補助に計上されております。これを

そっくりこの負担金として1,000万出すんだろうと思います。これは恐らく市が７市、町が

６町、いわゆる13市町で構成をしてやっているわけですが、28年度の恐らく事業に使う原資

だと思いますけれども、おおむね現時点でこの総事業費どの程度になるのかと。できれば委

員会には詳細な資料を出していただきたいと、こう思いますが、いかがなものでしょう。 

  それから３点目には、２月16日ですが、明政会は会派の説明を、この28年度の当初予算の

説明を承りました。その中で、財政調整基金、これがその時点では、28年度末予定額が約５

億8,000万だと。過日、予算書いただいたんですが、28年度への繰越金の財源を8,000万恐ら

くは見ていると思います。そうだとしますと、例年３億から４億ぐらい精算、あるいは今月、

特別交付税が決定するわけですが、そういったものが出て、多分私の予測だと10億ぐらいに、

５億8,000万ですから４億ぐらい出て、10億に近い財調になるんではなかろうかと、こう自

分なりに推定しているんですが、企画財政課長、どういう展望をお持ちなのか聞かせてくだ

さい。 
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○議長（森 温繁君） 地域防災課長。 

○地域防災課長（大石哲也君） 津波避難ビルの耐浪性調査につきましては、まだ私のところ

には最終結果は来ておりませんけれども、最終結果が来ましたら、機会がありましたら議会

のほうにも説明する形でご報告したいと思います。 

  以上でございます。 

○議長（森 温繁君） 観光交流課長。 

○観光交流課長（土屋 仁君） 美しい伊豆創造センターの負担金でございます。こちらは昨

年の４月に、三島市より南の７市６町ですか、すみません、長泉町と清水町は除きますけれ

ども、そちらの市町で「伊豆は一つ」ということでテーマに創立した団体でございます。今

回の補正予算でございますけれども、加速化交付金を1,000万円原資といたしまして、構成

の13市町で総額おおむね１億3,000万円の事業を予定しているというところでございます。 

  主な内容なんですけれども、まず、伊豆半島アンテナショップというようなものを考えて

いるようです。今、伊東市さんと西伊豆町さんが、昨年の地方創生交付金で東京都内にアン

テナショップを出しているというようなこともありまして、伊豆半島全体でも東京都内にア

ンテナショップを出しまして、イベントの実施の場所でありますとか、キャンペーンイベン

トができるといったようなところを考えているというようなところでございます。 

  それから、あとは伊豆半島のサイクルフレンドリーエリア事業というような事業も考えて

いるようです。これについては、東京オリンピックで伊豆市ベロドロームのほうがオリンピ

ック会場になったというようなこともありまして、そちらのベロドロームを国内外に情報発

信していくということとともに、昨年、伊豆市さんが主催で伊豆１周サイクリングというも

のを企画いたしました。それについては、伊豆市から松崎町だったかな、をぐるっとやった

んですが、それを県域13市町に広げていこうというような事業を考えているようです。 

  それと、伊豆カップグルメ事業というのも考えているようです。これについては、伊豆地

域のグルメがありますので、そちらのドライブをしながらでも食べられるように、こういっ

たカップに入れて、そのカップが要は車のドリンクホルダーにも入るというようなことで、

そういったものを各地域でつくって、それをまた道の駅等で販売していくというような事業

を考えているようです。 

  そのほか、スマートフォン端末によりまして位置情報を取得をして、人の動きであります

とか、あと伊豆地域の産業の連関表、いわゆる物がどこにどういうふうに動いたかというよ

うなことを調査分析して、これを事業実施に役立てていこうかというようなことを考えてい
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るようでございます。 

  大体そこで１億3,000万ほどというようなことでございまして、また来年度につきまして

はそれとは別に、恐らく多分１億ほどになろうかとは思います。それについては来年度、実

は、日本版ＤＭＯを登録というような制度ができまして、美しい伊豆創造センターは今、任

意団体でございますけれども、法人化いたしましてＤＭＯに登録すると。ＤＭＯに登録すれ

ば、またそういったこちらの交付金等が活用できるというようなことでございますので、そ

ちらＤＭＯに登録して、それから着地型商品の販売ですとかそういった事業をやっていくと

いうようなことはお伺いしているところです。 

  以上です。 

〔発言する者あり〕 

○観光交流課長（土屋 仁君） また、すみません、資料のほう、来年の組織図ですとかそう

いったものを、ちょっとまた提出させていただきますので、お願いします。 

○議長（森 温繁君） 企画財政課長。 

○企画財政課長（須田信輔君） 財政調整基金の残高見込みがというお話でございます。現状

におきましては、27年度、26年度末で７億7,200万ほどの財政調整基金がございました。そ

ういった中で、27年度の取り崩しが３億5,700万弱で積み立てのほうが５億2,200万弱という

ことで、差し引き最終残高が９億3,600万程度の金額を見込んでいるところでございます。 

  あともう一点、先ほど観光交流課長のほうから答弁がございました加速化交付金を利用し

て行う事業についての事業費につきましては、下田市は1,000万円の負担という中で行いま

すけれども、全体的には先ほど言った事業内容で１億6,000万程度の事業費というような予

定をしているようでございます。 

  以上でございます。 

○議長（森 温繁君） ７番、大川君。 

○７番（大川敏雄君） ちょっと財調の関係で確認したいんですが、今、最後９億6,000万と

いうのは、28年度末の残高という理解していいですね。 

〔「７」「28じゃない」と呼ぶ者あり〕 

○７番（大川敏雄君） ７。27は９億7,000万だ。資料もらったのは。 

〔発言する者あり〕 

○７番（大川敏雄君） 僕の言いたいのは…… 

○議長（森 温繁君） 財政課長。 
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○７番（大川敏雄君） 今からまたわからないけれども、28年度末、いわゆる29年３月の予定

積立金はどういう見方したらいいのかと。この２月16日のときは５億8,000万だったけれど

も、これは変わらないのか。 

○議長（森 温繁君） 財政課長。どうぞ、財政課長。 

○企画財政課長（須田信輔君） すみません。一応先ほど答弁させてもらった内容は、私が持

っている資料によりますと、27年度末ということで、９億3,600万程度の残高見込みという

ような状況でございます。 

○議長（森 温繁君） ７番。 

○７番（大川敏雄君） この２月16日にあなたからいただいた資料では、いいですよ、９億

3,800万が27年度末の予定残高でいいんだけれども、28年度中に取り崩す予定が３億8,000万

円あると。そして、28年度末には、当時の資料ですよ、５億8,000万ありますよと、こうい

う説明いただいたんですよ。そこで私が質問したのは、いわゆる今回配付された当初予算で

は8,000万円の繰り越しを見ているわけ。だとすると、例年だと予備費をやっぱり４億かそ

こら出てくるんじゃなかろうかと。そのうち財調をどれだけ積み立てるという作業が出てく

るわけで、その辺の展望はどうかということです。 

○議長（森 温繁君） 企画財政課長。 

○企画財政課長（須田信輔君） ただいまの関係でございます。27年度末の一応まだこれから

決算という中で、繰越金見込みという形になってこようかと思いますけれども、現状、当初

予算のほうで議案提出させていただいている8,000万円、当然その半分は、２分の１を超え

る額につきましては財調のほうに積み立てるというような状況でございますので、そういっ

た部分を加味いたしますと、来年度のちょっと予算の話になりますけれども、３億8,700万

円ほど取り崩して4,000万ほど積むというようなことで、28年度の流れとしては、そういう

状況になってこようかというようなことでございます。 

○議長（森 温繁君） ほかに質疑ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（森 温繁君） これをもって質疑を終わります。 

  ただいま議題となっております議第21号議案は、それぞれ所管の常任委員会に付託いたし

ます。 

  なお、給与改定に伴う人件費については、総務文教委員会に付託いたします。 

  次に、議第22号 平成27年度下田市稲梓財産区特別会計補正予算（第３号）に対する質疑
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を許します。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（森 温繁君） これをもって質疑を終わります。 

  ただいま議題となっております議第22号議案は、総務文教委員会に付託いたします。 

  次に、議第23号 平成27年度下田市国民健康保険事業特別会計補正予算（第４号）に対す

る質疑を許します。 

  ７番、大川君。 

○７番（大川敏雄君） 議23号だね。 

○議長（森 温繁君） 23号。 

○７番（大川敏雄君） 23号ね。いいですね。 

○議長（森 温繁君） ええ。国民健康保険。 

○７番（大川敏雄君） じゃ、議長。 

  今回の国保の補正でございますけれども、歳入面では高額医療費、あるいは保険財政共同

安定化事業交付金が減ったということで、歳入約１億減りましたよと。歳出に当たっては、

保険給付費が一般と高額で約１億7,000万増えましたと。その財源確保で基金の積み立てを

２億円するのやめたと、こういう予算です。 

  そこで、平成27年９月において、基金を２億7,000万計上しようといって予算を上げまし

たね。そのうちの２億をやめるということに、この予算ではなっていると思います。そこで

確認したいんですが、今回の予算措置で、支払準備金は私の試算だと２億4,000万ぐらいに

なるんだろうと思いますが、この点についてはどうかということと、とりわけ今回の補正で

療養費が高額を含めて非常に増額化したんですが、その要因をちょっと教えてください。 

○議長（森 温繁君） 市民保健課長。 

○市民保健課長（鈴木邦明君） 大川議員のほうの質問にお答えいたします。 

  基金の関係につきましては、当初かなり医療給付費のほうが伸びていなかったと、抑えら

れたということで、９月のときに２億7,000万ほどいくんじゃないかということだったんで

すけれども、今回、夏を境にやはり療養給付費が伸びております。通常、大体１億4,000万

ほどだったんですが、徐々に上がりまして１億7,000万ぐらい月にかかっているという状況

がございます。その中で、歳入のほうの部分については、それはある部分プールであります

ので、ちょっと少なくなってくる部分があるんですけれども、どうしてもそういう部分で基

金のほうを崩すという形でやるしかないのかなという形で考えております。言ったとおり、
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基金の残高については２億4,000万ほどというような数字で推移していくと思っております。 

  もう一つ、やはり今回、療養給付費伸びています。その部分につきましては、やはり循環

器系の疾患、もう一つは、やはり生活習慣病に起因したものですけれども、悪性の新生物、

がんですよね、そういう部分がやはり昨年と比べますと伸びています。そういう状況の中で、

今回はそういう形でやらせていただきましたが、今後もそういう療養給付費等が上がらない

ような形の部分については、健康づくりのほうも含めた形、そういう特定健診とかで、もろ

もろのことで、なるべく本当に療養給付費が抑えられるような施策は今後もしていきたいと

思っております。 

  以上です。 

○議長（森 温繁君） ほかにありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（森 温繁君） これをもって質疑を終わります。 

  ただいま議題となっております議第23号議案は、産業厚生委員会に付託いたします。 

  なお、人件費については総務文教委員会に付託いたします。 

  次に、議第24号 平成27年度下田市介護保険特別会計補正予算（第４号）に対する質疑を

許します。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（森 温繁君） これをもって質疑を終わります。 

  ただいま議題となっております議第24号議案は、産業厚生委員会に付託いたします。 

  なお、人件費については総務文教委員会に付託いたします。 

  次に、議第25号 平成27年度下田市後期高齢者医療特別会計補正予算（第３号）に対する

質疑を許します。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（森 温繁君） これをもって質疑を終わります。 

  ただいま議題となっております議第25号議案は、産業厚生委員会に付託いたします。 

  なお、人件費については総務文教委員会に付託いたします。 

  次に、議第26号 平成27年度下田市下水道事業特別会計補正予算（第３号）に対する質疑

を許します。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（森 温繁君） これをもって質疑を終わります。 
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  ただいま議題となっております議第26号議案は、総務文教委員会に付託いたします。 

  次に、議第27号 平成27年度下田市水道事業会計補正予算（第２号）に対する質疑を許し

ます。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（森 温繁君） これをもって質疑を終わります。 

  ただいま議題となっております議第27号議案は、産業厚生委員会に付託いたします。 

  なお、人件費につきましては総務文教委員会に付託いたします。 

  ──────────────────────────────────────────────   

○議長（森 温繁君） 以上で本日の日程は全部終了いたしました。 

  これをもって散会いたします。 

  明日３日はそれぞれの常任委員会審査をお願いし、本会議は４日午前10時より開催いたし

ますので、ご参集のほどよろしくお願いします。 

  なお、選挙管理委員会委員及び補充員の選考委員会を３時15分から第１委員会室で開催い

たしますので、委員の方はお集まりください。 

  ご苦労さまでした。 

  ３時15分からです。 

午後 ３時 ４分散会 


